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８
月
の
広
報

　将来の夢は料理人になることです。テレビド
ラマで見て、面白そうだと思いました。ビーフ
ストロガノフを作るのが得意です。今はサッカー
部で、９月大会に向けて練習を頑張っています。

本村　道
と う

護
ご

さん
三玉小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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山鹿灯籠まつり切手シート発売

今月の表紙
YAMAGA　どろんこフェスティバル

　７月１日、なんだろ会（原芳
よし

郎
ろう

会長）主催の「ど
ろんこフェスティバル」が、めのだけ小学校近くの
田んぼで行われました。今回で９回目となるイベン
トで、原会長の「今日はみんなで楽しもうぜ！」の
掛け声でスタート。泥フラッグや自転車一本橋渡り、
牛乳早飲みなどの競技で盛り上がりました。

大人も全力で楽しんだ「泥フラッグ」の様子

　下記のサイトやアプリで広報やまがを電子データとして
閲覧することができます。

■マイ広報紙
　全国の登録自治体の広報紙を記事ごとに閲
覧できるサイトです。

「マイ広報紙」で検索
URL　https://mykoho.jp

■マチイロ
　全国の登録自治体の広報紙を閲覧できるス
マートフォンアプリです。

「マチイロ」で検索
URL　https://machiiro.town

　どちらも事前に広報やまがを設定しておくことで、簡単
に閲覧できるようになります。

問情報システム広報課　☎ (43)1118

QR コード

QR コード
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山鹿灯籠の起こり
　第十二代景

けい こ う

行天皇が、玉名から菊池川をさかのぼ
り山鹿に着岸された折、一面に濃霧が立ちこめ進路
をはばんだので、里人が松

たい ま つ

明を掲げて御一行をお迎
えし、杉山（現在の大宮神社社地）へお導きしまし
た。天皇はここに行

あん ぐ う

宮（仮の御所）を営まれました
が、その時の奉迎の松明が山鹿灯籠の起源と伝えら
れています。それから行宮跡の大宮神社に天皇を祀

まつ

り献
けん と う

灯の儀を行っていました。
　『鹿

か

郡
ぐん

旧
きゅう

語
ご

伝
で ん

記
き

』によれば、約 600 年前の室町時代
（応永年中）に「菊池氏は祭礼の式法を改め、いろい
ろの灯籠を張り民に捧げさする」とあり、また、約
三百年前の江戸期（宝永・正徳年中）には「灯籠の
細工いや増しに宜しくなり、その名四方に高し」と
あります。
　その後、灯籠の種類も多くなり、現在のような精
巧なものが作られるようになりました。
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／
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縣
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　個人番号カード（マイナンバーカード）を持っていると、コンビニエンスス
トアに設置されている多機能端末機（マルチコピー機）を利用して、各種証明
書が取得できます。個人番号カードは無料で作れる公的な本人確認書類です。
通知カードに同封の申請書を使って郵送で申請するほか、スマートフォンやパ
ソコンからでも簡単に申請できます。申請書をなくした人は、市民課または各
市民センターへお問い合わせください。
※郵送で申請する場合、顔写真はご自身で用意してください。

早朝〜夜間・休日も
自分の時間に合わせて 最寄りのコンビニで

個人番号カード

通知カードではコン
ビニ交付ができませ
んのでご注意くださ
い。 ×▶

いつでも 近くで

個人番号カード（マイナンバーカード）でもっと便利に

住民票の写しなどの各種証明書が

全国のコンビニで取得できます。
個人番号カードの申請はスマホで簡単
カード作成は無料です。

全国のコンビニで
操作も簡単

便利

問市民課　☎ (43)1169

問秘書政策課　☎ (43)1112

◀
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

　　利用時間（年末年始を除く）

土日祝日を含む午前６時半から午後 11 時まで
※�戸籍全部（個人）事項証明書は土日祝日を除く午前８
時半から午後５時 15分まで

　　交付できる証明書

 ●　 住民票の写し（世帯全部・一部）
 ●　 印鑑登録証明書
 ●　 所得証明書（現年度分）
 ●　 市県民税課税台帳記載事項証明書（現年度分）
 ●　 戸籍全部（個人）事項証明書（山鹿市に住民登録があ

り、山鹿市に本籍がある人）

 　  サービスを利用できるコンビニエンスストア

 ■　 セブンイレブン
 ■　 ファミリーマート
 ■　 ローソン（ローソンストア 100 を除く）
 ■　 サークルＫサンクス
※�多機能端末機（マルチコピー機）を設置していない店
舗では、利用できません。

ふるさと山鹿への応援に感謝します

平成 29 年度の状況　　寄附件数　847 件　　寄附金額　17,218,001 円

山鹿市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の実績と使い道

　山鹿市では、ふるさと納税制度が始まった平成 20 年
度から「山鹿市ふるさと応援寄附金」として取り組んで
います。納税者がふるさと納税で２千円を超える寄附を

行うと、所得税と住民税から控除されます（控除額には
上限があります）。寄附は随時受け付けています。市外
のご家族やご友人などにもぜひご紹介ください。

●皆さまからの寄附金は、次の平成 30 年度事業に活用します。

　農産物販売促進・６次産業化支援事業

　健康づくり推進事業

　夢の「とびら」をひらく事業

　新入学児童支援事業

　農産物ＰＲのため、物産館連絡協議会が行う都
市圏を中心とした物産展の開催、農 ･ 商工 ･ 観光
連携による集客イベントの開催、広く認知度向上
を図るためのネットショップの運営を支援します。
　また、既存６次産業化商
品について、一次産品と合
わせた販売促進や出荷体制
強化のための支援を行いま
す。

　市民一人一人が「自分の健康
は自分で守り、つくる」という
意識の高揚を図り、健康寿命の
延伸と医療費の抑制につなげる
ため、以下の事業を実施します。
◎健康ポイント事業
◎健康づくりフォーラム
◎健康情報の発信

　読書活動を推進するため、各図書館・図書室の
規模や特徴に応じた図書の充実や、市民が自主的
に読書活動ができる環境の整備を行います。
　移動図書館車の巡回に
より、図書館・図書室の
利用が困難な地域への図書
サービスの充実を図りま
す。

　小学校入学時期の教育費
負担の軽減を図るため、新
１年生を対象にランドセル
の贈呈を行います。

◀ ふるさと納税ポータルサイト「わが街ふるさと
納税」の山鹿市のページにつながります。

QR コード

一度、行ってみたいです！住みやすい町づくり、頑
張ってください！

山鹿市の発展の一助としていただきたく、寄附させ
ていただきます。これからも、緑豊かで歴史ある街
を作っていってください。

八千代座の歌舞伎公演を応援しています。ますます
充実されますように。

娘の全国大会があり、初めて熊本に行きました。お
店やホテルで食事をした時に、お米のおいしさに
びっくりしました。熊本は私たち家族の思い出の地
になりましたので、今回少しですが寄附をさせてい
ただこうと思いました。これからもおいしいお米を
作ってくださいね。

山鹿市を本拠地とする女子ハンドボールチームのオ
ムロンピンディーズを応援しています。地元のス
ポーツチームの活躍が地域の活性化に貢献できるよ
う、自治体のますますの支援と、そのための体制づ
くりを期待しています。

● 寄附をいただいた皆さまからのメッセージ
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街角ぐるっとナビ 
鹿本中学校１年生の快挙！
…熊本県中学校空手道選手権大会優勝　全国大会出場　６月 18 日
　鹿本中学校（島木浩

こう

次
じ

校長：生徒数 218人）１年生の
中山敦

あつ

貴
き

さん、白木竜
りゅう

之
の

介
すけ

さん、松川怜
れい

雅
が

さんの３人が、
５月 27日に天草市で行われた熊本県中学校空手道選手
権大会の団体形の部に出場し、他校の２・３年生を相手
に見事優勝。８月 17日㈮から宮崎市で行われる全国大
会への出場を決め、中嶋憲

けん

正
せい

市長へ報告に訪れました。
　３人は「全国大会でも他校の上級生に負けないように、
しっかり練習して息の合った演舞を見せたい。目標はベ
スト８です」と意気込みを語りました。中嶋市長は「県
大会を１年生だけで優勝したというのは素晴らしい。全
国大会での健闘を祈っています」とエールを送りました。

中央の生徒３人が左から中山さん、松川さん、白木さん

ラージボール卓球で日本一！
…立山清

き よ

敏
と し

さん（山鹿市卓球協会）　蒲生（山鹿）　７月９日
　立山さんは６月 22 日に別府市で行われた全日本ラー
ジボール卓球選手権大会の混合ダブルス 140 の部に、
熊本市の富田英

ひで

子
こ

さん（銀杏クラブ）とともに熊本県代
表として出場。見事優勝し、日本一に輝きました。ラー
ジボールは硬球といわれる普通の球より４㍉大きい球を
使う競技で、混合ダブルス 140 とはペアの合計年齢が
140 歳以上の部門です。６年前から組んでいるというお
二人は、この大会に向けて猛練習。立山さんは「卓球マ
シンを買って、自宅でも徹底的に練習しました。パート
ナーの富田さんも実力者。予選では苦戦しましたが、優
勝できてうれしい」と喜びを語りました。

表彰台に立つ立山さんと富田さん（左から３、４人目）

●高額療養費とは
　１カ月間で医療機関に支払った医療費が高額になった
場合、決められた自己負担限度額を超えた分が払い戻さ
れる制度です。限度額は個人または世帯の所得に応じて
決まっています。

●見直しの内容
　平成 30 年８月診療分から、70歳以上の人の所得区分
と自己負担限度額が下表のとおり変わります。「現役並
み所得」の人は新たに３段階の区分が設けられ、限度額
認定証の申請が必要となる場合があります。

※ 1　８月から翌年７月までの自己負担限度額。
※ 2　�過去 12 カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から上限額が下がります。

適用区分 外来（個人） 外来＋入院（世帯） ４回目以降 ※ 2

現役並み 課税所得
145 万円以上 57,600 円 80,100 円 ＋

（医療費 ー 267,000 円）×１％ 44,400 円

一般 課税所得
145 万円未満

14,000 円
（年間上限額 ※ 1　144,000 円） 57,600 円 44,400 円

非課税
低所得Ⅱ

  8,000 円
24,600 円

低所得Ⅰ 15,000 円

適用区分 外来（個人） 外来＋入院（世帯） ４回目以降 ※ 2

現役並み

Ⅲ　課税所得
690 万円以上 252,600 円 ＋（医療費 ー 842,000 円）×１％ 140,100 円　

Ⅱ　課税所得
380 万円以上 167,400 円 ＋（医療費 ー 558,000 円）×１％ 93,000 円

Ⅰ　課税所得
145 万円以上   80,100 円 ＋（医療費 ー 267,000 円）×１％ 44,400 円

一般 課税所得
145 万円未満

 18,000 円
（年間上限額 ※ 1　144,000 円） 57,600 円 44,400 円

非課税
低所得Ⅱ�

  8,000 円
24,600 円

低所得Ⅰ� 15,000 円

平成 30 年８月診療分から、高額療
養費の自己負担限度額が変わります

問国保年金課　国民健康保険係☎(43)1527　後期医療年金係☎(43)1576

70 歳以上の国民健康保険加入者と、
後期高齢者医療保険加入者の皆さんへ

見直し前（平成 29 年８月から平成 30 年７月診療分まで）

見直し後（平成 30 年８月診療分から）

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

立山　良
よし

木
き

さん
岩原（鹿央）

　３期 12 年にわたり旧鹿央町
議会議員として在職し、監査委
員などを歴任。鹿央町の産業振
興、教育、文化、福祉の向上に
尽力されました。

叙勲受章のご紹介

医療費が高額になりそうなときは限度額認定証をご利用ください
《 ８月から現役並みⅠ・Ⅱの人も限度額認定証の交付ができるようになりました 》

●国保の場合
　既に限度額認定証を持っている人も改めて申請が
必要です。
●後期高齢者の場合
　新規の人のみ申請が必要です。既に限度額認定証
を持っている人で、引き続き該当する人には新しい
認定証を保険証と一緒に送付しています。

【 利用手続き 】
　受付場所：国保年金課または各市民センター
　必要書類：①新しい保険証
　　　　　　②印かん
　　　　　　③マイナンバーが分かるもの

第52回交通安全子供自転車熊本県大会優勝
…めのだけ小学校自転車部全国大会出場　　  ７月 12 日
　７月７日に合志市総合センターヴィーブルで行われた交通安全
子供自転車熊本県大会で、めのだけ小学校（篤

とく

永
なが

高
たか

志
し

校長：
児童数294人）の自転車部が優秀な成績で優勝。８月８日㈬
に東京ビッグサイトで開催される全国大会に出場が決まり、中
嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に訪れました。キャプテンの荒川剛
ごう

毅
き

さんは
「山鹿市、熊本県の代表として自分たちの力を精いっぱい出
して入賞目指して頑張ってきます」と力強くあいさつしました。
めのだけ小学校優勝チームメンバー
　荒川剛毅さん・６年（個人 1 位）、平川琳

り ん

さん・６年（個
人 2 位）、松本天

て ん

月
が

さん・６年（個人 5 位）、井出海
か い

芯
し ん

さん・
５年

中央の児童４人が左から井出さん、松本さん、平川さん、荒川さん 
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街角ぐるっとナビ 

かもと招
しょう

魂
こ ん

祭に向けて
…協賛自動販売機の設置　　　　　　　     ６月 27 日
　毎年８月 13・14 日に鹿本町で行われる「かもと招魂
祭」に向けて、山鹿市商工会の本所にジュースの自動販
売機が設置されました。これは祭りを運営する招魂会（内
田博

ひろ

之
ゆき

会長：会員 57 人）が設置したもので、同会の「祭
りの開催費用を市の補助金に頼るばかりでなく、自分た
ちでも財源を確保し、さらに祭りを盛り上げたい」とい
う考えから、売り上げの一部が招魂祭の開催費用に充て
られる取り組みです。内田会長は「招魂祭は 100 年以
上の歴史がある祭り。この歴史の火を絶やさないように、
これまで以上に皆さんの笑顔が溢れる祭りにしたい」と
話しました。今後、鹿本町内に５台設置される予定です。

自動販売機の設置式に集まった関係者の皆さん

昔ながらの米作りを学ぶ
…日本遺産認定記念「田植えリレー」　　　６月 21 日
　菊鹿小学校（佐々木晴

はる

敏
とし

校長：児童数 221 人）の５
年生 37 人が、田植えに挑戦。NPO法人山鹿もてなし
たい（山本博

ひろし

代表）の協力により、菊池川流域の日本遺
産認定を記念して、流域３市１町（山鹿市、玉名市、菊
池市、和水町）の小学校で横断幕をリレーする「田植え
リレー」として開催されました。
　植え方の説明を聞いた児童らは、さっそく田んぼの中
へ。横１列に並び、泥だらけになりながら苗を植えまし
た。田植えを終えた児童らは「土がぬるぬるして気持ち
よかった」「初めて田植えをしたけど、植えていくうち
に上手になって楽しかった」と笑顔で話しました。

笑顔で田植えをする児童ら。おいしいお米ができますように

、

灯籠まつりのイメージづくりに感謝を込めて
…灯籠まつりポスター制作 30 周年記念発表会　６月 28 日
　平成元年から山鹿灯籠まつりのポスターをデザイ
ンしている鶴田一

いち

郎
ろう

氏（天草市出身）を招き、山鹿
市役所でポスター制作30周年記念発表会を開催。
中嶋憲

けん

正
せい

市長が「先生のポスターを通じて、祭り
の優雅なイメージをつくっていただいた。ことし
も素晴らしいポスターをありがとうございます」
とあいさつ。鶴田氏は「30年前に初めて依頼を受
け『山鹿灯籠まつりだったら自分の絵にぴったり
だ。一生懸命やらせてもらおう』と思ったことを、
昨日のことのように覚えています。この祭りも全
国的に有名になり、とてもうれしい」と話しました。

ことしのポスターを囲んで、左から中嶋市長、鶴田氏

色鮮やかなホオズキで来庁者をお迎え
…ホオズキの寄贈　　　　　　　　　　　　　　　　　  ７月 13 日
　ＪＡ鹿本花

か

卉
き

部会ホオズキ
グループ（高橋保

やす

幸
ゆき

代表：会
員７人）から、山鹿市にホオ
ズキが寄贈されました。ＪＡ
鹿本管内で栽培が始まったの
は昭和 53 年頃。現在は 85㌃
が栽培され、主な出荷先の関
東の市場で高い評価を得てい
ます。ホオズキは市役所と各
市民センターロビーに飾り、
来庁者から好評でした。 色鮮やかなホオズキを手にする皆さん

石の風ぐるま友好都市の岡山県高
た か

梁
は し

市で給水活動を実施
…災害時相互支援活動　　　　　　　　　　　　７月 10 日〜 14 日
　平成 30 年７月豪雨（西日
本豪雨）で大きな被害のあっ
た高梁市に、山鹿市から給水
車１台と水道課職員４人を派
遣。高梁市落

おち

合
あい

町の福
しろ

地
ち

小学
校で給水活動を行いました。
現地の小学生から「給水活動
ありがとうございます。熱中
症にならないように気を付け
て頑張ってください」という
お礼の手紙が寄せられました。 給水活動の様子

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ
子どもたちに本場のオペラを
…八千代座「スロヴァキアオペラ 2018」チケット贈呈　６月 21 日

　７月１日、八千代座でオペラ
が開催。これに先立ち、八千
代座オペラ実行委員会（森川
昭
あき

彦
ひこ

代表）から、チケット100
枚が山鹿市に寄贈されました。
本場のオペラを中学生に見て
もらいたいという、今回で５回
目の取り組みです。受け取った
中嶋憲

けん

正
せい

市長は「子どもたちに
とって大変よい機会。心から感
謝します」とお礼を述べました。チケット贈呈式の様子

、

お互いに暮らしやすい地域を目指して
…和水町と定住自立圏協定の締結　 ６月 21 日

　本市の西側に位置する和水町と、定住自立圏形
成協定を締結しました。これは生活圏域として密
接なつながりのある同町と、それぞれが持つ都市
機能や生活機能を連携して活用することで、住民
が暮らしやすい地域を形成することを目指すもの
です。定住自立圏構想は、本市では合併１市圏域
として、平成 23年度から平成 27年度まで取り組
んできました。今回の協定では、医療、福祉、地
域公共交通などの分野で連携した取り組みを盛り
込み、その具体的な内容をまとめた「定住自立圏
共生ビジョン」を今年度中に策定する予定です。

協定書を交わす和水町の高巢泰
やす

葊
ひろ

町長（左）、中嶋憲
けん

正
せい

市長（右）

１万本のヒマワリが咲きました
…ヒマワリ畑でクイズラリー 2018　　　　　　　　　　   ７月12日

　方
か

保
とう

田
だ

東
ひがし

原
ばる

遺跡公園の一角
に植えられたヒマワリ約１万本
が満開となり、恒例のクイズラ
リーが開催。この日はヒマワリ
の種をまいた大道保育園の年
少・年中・年長児ら約50人が
訪れ、クイズラリーを楽しみ
ました。園児らは自分が植え
たヒマワリを見つけると大喜
び。暑さをものともせず、園
内を駆け回っていました。ヒマワリ畑で「ハイ、ポーズ！」

トイレ掃除で心をみがく活動
…山鹿小学校 6 年生一斉トイレ掃除　　　　６月 22 日

トイレの隅々まで磨く６年生

　山鹿小学校（熊野浩
ひろし

校長：児童数 757 人）の６年生と
ボランティアグループ「イタチごっこの会」（長洲町：小林滋

しげ

樹
き

代表）が、校舎内のトイレをきれいに掃除しました。この
活動は「人が嫌がる場所をきれいにすることは、自分の心を
磨くことにつながる」という会の考えに賛同し実施しているも
ので、同校では３回目。この日は１組と２組の児童 70人が、
掃除の仕方を教えてもらったあと３班に分かれて、体育館や
校舎内のトイレを１時間かけてピカピカに磨き上げました。４年
生のトイレを掃除した１組の池田強

きょう

志
し

朗
ろう

さんは「掃除をしてい
ると、心もきれいになったようです。４年生に喜んで使ってもら
えたらうれしい」と汗をかきながら熱心に取り組んでいました。

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の力 
…社会を明るくする運動メッセージ伝達式　 ７月３日
　７月１日から始まった「第68回社会を明るくする運動」
に関する安倍晋

しん

三
ぞう

内閣総理大臣と蒲島郁
いく

夫
お

熊本県知事か
らのメッセージが、山鹿地区保護司会藤森純

じゅん

也
や

会長から
中嶋憲

けん

正
せい

市長に伝達されました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の無い安全・安心
な地域社会を目指すのはもちろん、犯罪や非行をした人
たちの立ち直りを支え、社会へ再び受け入れられる環境
を築いていこうとする運動です。この日集まった山鹿地
区保護司会と山鹿市更生保護女性会連絡協議会の皆さん
は、犯罪の無い幸福な社会づくりに取り組むための協力に
ついて中嶋市長と話し合いました。

藤森会長（左）ら山鹿地区保護司会と
山鹿市更生保護女性会連絡協議会の皆さん
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子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
８
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
〜
11
時

　

菊
鹿
中
学
校
合
唱
部

　

山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

　

８
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
〜
11
時

　

�

江
良
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

�

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦
参
加
費　

無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時　

８
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦�

内
容　

健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　

自
衛
隊
の
新
た
な

　
　
「
仕
組
み
」
と
「
役
割
」

◦
日
時　

８
月
23
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

講
師　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本

部
山
鹿
地
域
事
務
所
所
長

　

宇
都
宮
一か

ず

弘ひ
ろ

一
等
陸
尉

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
２
１
１

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
ホ
ワ
イ
エ

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
徳
永
伸し

ん

介す
け

さ
ん
が

心
に
響
く
歌
と
演
奏
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
聞
き
に
来
て
く
だ
さ

い
。

◦
日
時　

８
月
７
日
㈫

体
験
会
の
ご
案
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
鹿
き
ぼ
う
の
家

　

山
鹿
き
ぼ
う
の
家（
山
鹿
市
古
閑
）

は
、
市
の
委
託
を
受
け
、
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
障
が
い
を
持
ち
な
が
ら
地
域

で
生
活
し
て
い
る
人
へ
、
室
内
で
の

軽
作
業
な
ど
を
通
じ
て
仲
間
と
触
れ

合
う
場
を
提
供
し
、
昼
間
の
活
動
の

場
（
居
場
所
）
と
し
て
、
日
常
生
活

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　

８
月
20
日
㈪
〜
24
日
㈮

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時
半

◦�

参
加
資
格　

障
害
者
手
帳
、
障
害

者
自
立
支
援
医
療
費
受
給
者
証

（
精
神
通
院
）、
療
育
手
帳
な
ど
を

美
容
の
お
悩
み
無
料
相
談

森
山
行
政
書
士
事
務
所

　

日
本
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
協
会
「
Ａ

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｈ
美
肌
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

の
資
格
を
持
つ
美
容
業
界
専
門
行
政

書
士
へ
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◦�

日
時　

８
月
５
日
㈰
、
19
日
㈰

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　
（
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
開
催
）

◦�

場
所　

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
１
階
ふ

る
さ
と
市
場

◦�

相
談
内
容　

ス
キ
ン
ケ
ア
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
悩
み
・
化
粧
品
成
分
・

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
な
ど
美
容
全
般
の

疑
問
、
市
役
所
へ
提
出
す
る
書
類

の
書
き
方
（
法
務
相
談
）

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
森
山
）

☎（
46
）１
０
７
５

や
ま
が
七た

な

ば

た夕
聖し

ょ
う

天で

ん

祭さ

い

九
日
町
商
店
街

　

８
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫
の
間
、
山

鹿
の
子
ど
も
た
ち
が
願
い
を
込
め
た

短
冊
約
５
千
枚
を
、
九
日
町
八
千
代

座
通
り
や
金
剛
乗
寺
石
門
参
道
に
展

示
し
ま
す
。
７
日
㈫
夜
は
、
金
剛
乗

寺
石
門
参
道
で
屋
台
夜
市
を
開
催
。

か
き
氷
、
ラ
ム
ネ
、
生
ビ
ー
ル
、
焼

き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
か
ら
揚
げ
な
ど

の
屋
台
販
売
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

境
内
の
観
音
堂
で
は
七
夕
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
友
達

と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

８
月
７
日
㈫　

午
後
６
時

◦�

場
所　

金
剛
乗
寺
（
参
道
・
境
内
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　

や
ま
が
門
前
美
術
館

☎（
42
）８
２
０
０

ハ
ト
マ
ー
ク
の
不
動
産

無
料
相
談
会

熊
本
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

不
動
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

項
に
つ
い
て
、
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
員
が
分
か
り
や
す
く
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な

夢
の
架
け
橋
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

第
10
回
納
涼
夏
祭
り

有
限
会
社　
誠
心
会

　

来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
！
こ
と
し

は
第
10
回
を
記
念
し
て
豪
華
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
用
意
。
大
抽
選
会
で
は
１
等
、

２
等
、
そ
の
他
豪
華
賞
品
も
当
た
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
職
員一同

心
よ
り
お
待
ち
し
てい
ま
す
。

◦
日
時　

８
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
半

※
雨
天
の
場
合
中
止

◦�

場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ゆ
と
り
」

駐
車
場（
菊
鹿
町
下
内
田
75
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
先　

　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
音
色
」

☎（
42
）６
１
１
７

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
日
時　

９
月
11
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※�

弁
護
士
相
談
は
午
後
１
時
半
〜
４

時
ま
で

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

◦�

相
談
内
容　

不
動
産
売
買
、賃
貸
、

管
理
、
空
き
家
、
空
き
土
地
な
ど

で
お
悩
み
の
人

※�

事
前
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
関
係
資
料

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

◦
問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
９
６（
２
１
３
）１
３
５
５

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶かもと乳児園・稲光園こども作品展
　 自然で遊ぶ子どもの絵や造形は、子どもの
　育ちを語る
　期間　８月１日㈬〜 15日㈬
▶鹿央水彩絵画作品展
　四季の静物、風景など近作約 20 点を展示
　講師：多田隈亮典さん（鹿央町）
　期間　８月 16日㈭〜 31 日㈮
※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶ひょうたん展
　廣岡道敏さん（山鹿市）
　期間　８月１日㈬〜 15日㈬
▶なんでん・かんでん展
　荒木洋佑さん（山鹿市）
　期間　８月 16日㈭〜 31 日㈮

※時間は 10：00 〜 17：00

ハ
ナ
ウ
タ
in八
千
代
座

「
う
た
ニ
ス
ト
」
募
集ハナ

ウ
タ
会

　

12
月
15
日
㈯
に
開
催
す
る

「
２
０
１
８
ハ
ナ
ウ
タ
i�八
千
代
座
」

老
人
ク
ラ
ブ
花
植
え
活
動

熊
入
ゆ
う
ゆ
う
会

　

公
園
の
空
き
地
を
お
花
畑
に

　

熊
入
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
ゆ
う
ゆ

う
会
」
は
約
60
人
の
メ
ン
バ
ー
が
い

ま
す
。「
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気

よ
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
健
康
づ

く
り
」「
仲
間
づ
く
り｣

「
生
き
が
い

づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
支

部
老
連
の
花
植
え
活
動
費
を
使
っ

て
、
年
３
回
の
社
会
奉
仕
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
秋
に
は
公
園
周
辺
に
ス

イ
セ
ン
や
彼
岸
花
の
球
根
を
植
え
、

こ
と
し
の
春
に
は
副
会
長
を
は
じ

め
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
児
童
公
園
の

空
き
地
を
耕
し
て
、
ポ
ッ
ト
で
育
て

た
ヒ
マ
ワ
リ
や
コ
ス
モ
ス
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。
毎
朝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
終
了
後
に
水
や
肥
料
を
や
っ
た

り
し
て
育
て
た
花
が
、
今
は
背
丈
以

上
に
伸
び
て
太
陽
に
向
か
っ
て
、
誇

ら
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
公
園
に

し
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

図
書
フ
ェ
ス
タ
夏
休
み
企
画

「
親
子
で
見
よ
う
！
人
形
劇
」

や
ま
が
図
書
館
友
の
会

　

県
内
で
活
躍
し
て
い
る
「
う
ず
ら

の
た
ま
ご
」さ
ん
に
よ
る
人
形
劇「
ぶ

た
ぶ
た
く
ん
の
お
か
い
も
の
」で
す
。

幼
児
を
持
つ
親
子
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
人
形
劇
で
す
。暑
い
夏
休
み
、

ポ
ッ
プ
ス
の
部
へ
の
参
加
者
募
集
を

８
月
１
日
㈬
よ
り
開
始
し
ま
す
。
こ

と
し
の
メ
イ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
熊

本
県
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
「
Ｍ

ミ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
」。
10
月
下
旬
か

ら
12
月
上
旬
ま
で
、
５
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
し
、
き
ら
び
や
か

な
八
千
代
座
の
ス
テ
ー
ジ
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
。
ア
カ
ペ
ラ
の
部
へ
の
参
加
グ

ル
ー
プ
も
同
時
募
集
し
ま
す
。

※�

募
集
要
項
、参
加
申
し
込
み
は「
ハ

ナ
ウ
タ
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り

http://hanauta.sun.bindcloud.
jp/)

◦
問
い
合
わ
せ
先　

　

ハ
ナ
ウ
タ
会
事
務
局　
（
三
浦
）

☎（
43
）１
８
２
９

24
時
間n

震
災
問
題
・
借
金
・

生
活
保
護
１
１
０
番

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

　

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
人
、
借

金
の
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
人
や

生
活
保
護
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
に

向
け
た
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
電
話
と
面
談
に
て
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

８
月
17
日
㈮
午
後
４
時
〜

18
日
㈯
午
後
４
時

※�

時
間
内
は
い
つ
で
も（
夜
間
含
む
）

ご
相
談
を
承
り
ま
す
。

◦�

電
話
相
談
（
当
日
の
み
）

☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

◦�

面
談
相
談　

熊
本
県
司
法
書
士
会

館
２
階
（
熊
本
市
中
央
区
）

◦
問
い
合
わ
せ
先　

野
口
司
法
書
士

☎
０
９
６（
２
８
８
）３
７
８
８

涼
し
い
部
屋
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時　
８
月
４
日
㈯　

　
　
　
　

午
後
１
時
半

◦
場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦
参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
吉
田
）

☎
０
９
０（
４
９
９
５
）６
７
８
７

お
持
ち
の
人

◦
参
加
費　

無
料

◦
場
所

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
鹿
き
ぼ
う
の
家

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
武
田
）

☎（
44
）３
９
３
８

　

午
後
０
時
15
分
〜
０
時
50
分

◦
場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

ロ
ビ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）１
０
８
１



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

広報やまが　2018.8　1213　2018.8　広報やまが

通販で買わない、不要な付き合いをし
ない…。快適な生活のための「しない
こと」リストから、心地よい日常を呼
ぶヒントを伝える。集英社学芸編集部
サイト「学芸・ノンフィクション」掲
載に書き下ろしを加えて単行本化。 催

し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階　視聴覚室
・夏休みの上映会
　「ざわざわ森のがんこちゃん」８月 11日㈷午後２時半（50分）
山鹿市民交流センター１階　中会議室１
・夏休みこども上映会
　「げんきげんきノンタン　がんばるもん」
　８月 26 日㈰午後２時（60分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷８月４日㈯・11日㈷・18日㈯・25日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷８月７日㈫・14日㈫・21日㈫・28日㈫
＊ひだまりザウルス登場！「夏休みおたすけコーナー」で待ってます。
＊招魂祭や灯籠まつりをご紹介！（商工観光課より）
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷８月４日㈯・11日㈷・18日㈯・25日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷８月２日㈭・９日㈭・16日㈭・23日㈭・30日㈭
＊夜のおはなし会８月10日㈮午後６時〜えほんのへや
　�毎年大好評の夜のおはなし会。楽しいおはなしと、
ブラックライトパネルシアターも行います!!

休
館
日

ひだまり図書館
８月６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪
こもれび図書館
８月１日㈬・８日㈬・15日㈬・22日㈬・29日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

医師の問診に答えるように、チェッ
クリストを読み、当てはまる項目を
チェックするだけで受診の緊急度と、
可能性の高い原因が分かる診断マニュ
アル。病院に行かなくてもいい場合の
対処法や予防法なども解説する。

『その症状、すぐ病院に行くべき？行く必要なし？』
山中 克郎 / 著　CCC メディアハウス / 出版

『しない。』
群ようこ/ 著　集英社 / 出版

市　民　文　芸

【ひだまり】
【こもれび】

12歳の誕生日プレゼントに、木の箱に
入ったメロンをもらった海斗。箱には
「ぼくたちが大事に育てました」とい
う、夕張に住む小６の夏樹からの手紙が
入っていて…。東京と夕張、それぞれ
の素晴らしさに出会う、ひと夏の物語。

『メロンに付いていた手紙』
本田 有明 / 文　宮尾 和孝 / 絵　河出書房新社 / 出版

『やまが肝いりどん』通信　問地域生活課　☎ (43)1114
　お申し込みは、お近くの肝いりどんか地域生活課で
受け付けています。
★登録に必要なもの★
①�結婚相談登録申込書（地域生活課窓口に設置。市
ホームページからもダウンロード可能）
②写真２枚程度
③免許証や保険証など本人確認できるもの
④印かん（申込書に押印）

～～～登録者・幸せカップル増加中～～～
　山鹿市が行っている結婚サポート事業「やまが肝い
りどん」をご存知ですか？平成 23 年６月から行って
いる事業で、これまでに 21 組の幸せ夫婦が誕生して
います。
　この事業では、肝いりどん（お世話役）が結婚を希
望する登録者をサポートします。登録の要件は、結婚
を希望する 50 歳未満の独身
者で、山鹿市に住んでいるか、
結婚後に山鹿市へ住む人であ
れば、市外在住の人も登録で
きます。
　登録後は肝いりどんが１対
１の出会いの機会や、婚活イ
ベント・セミナー開催情報な
どを提供しながら、登録者の
婚活をサポートします。

　地域生活課では婚活情報
誌『やまが縁むすび BOOK
～本気で結婚したい人の「婚
活のススメ」～』『if~ もし
も自分が結婚したら ~』を無
料配布中です！お気軽にお
越しください。

短
　
歌

鹿
本
短
歌
会
　
六
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

野
の
石
に
し
ろ
つ
め
く
さ
の
ブ
ー
ケ
並
べ
花
屋
始
む
る
三
人
を
み
な
ご　

大
友　

清
子

う
す
紅
の
夕
ね
む
の
花
戦
ぎ
ゐ
て
み
る
み
る
空
を
く
ろ
雲
覆
ふ　
　
　
　

今
村
久
美
子

葉
間
よ
り
坊
ち
ゃ
ん
南
瓜
実
を
つ
け
て
グ
リ
ー
ン
色
冴
え
ほ
っ
と
す
る
な
り　

出
井
セ
キ
子

石
人
短
歌
会
　
六
月
例
会

富
田
豊
子
選

突
然
の
雨
に
濡
れ
つ
つ
帰
り
ゆ
く
誰
に
も
会
は
ぬ
坂
の
町
並
み　
　
　
　

鬼
木　

芳
子

降
る
雨
に
水
玉
模
様
の
長
靴
を
さ
し
出
す
子
の
手
温
も
り
伝
ふ　
　
　
　

三
森　

京
子

真
夜
中
の
黒
き
雲
間
に
光
射
す
雷
神
の
眼
か
生
ぬ
る
い
風　
　
　
　
　
　

田
代　

春
美

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
七
月
例
会

吾
が
背せ

な

に
手
を
ま
わ
す
が
に
立
ち
こ
め
し
朝
霧
よ
け
て
丘
下
り
来
ぬ　
　

関　

ケ
イ
子

寺
の
庭
紅
葉
二
ひ
ら
は
ら
は
ら
と
舞
ふ
は
さ
び
し
き
真
昼
間
の
刻と

き　
　
　

鶴
田　

美
昭

日
の
本
の
兵
隊
の
ご
と
田た

の
な
か中
で
整
然
と
並
べ
り
稲
の
切
り
株　
　
　
　
　

池
田　

敏
子

鹿
北
短
歌
会

渕
上
修
次
選

階
段
を
孫
は
走
っ
て
上
り
行
く
手
摺
り
つ
か
ま
り
そ
っ
と
後
追
う　
　
　

島
北　

鎌
岳

露
ふ
く
み
今
朝
の
開
花
に
声
あ
げ
ぬ
真
紅
の
バ
ラ
の
大
輪
の
花　
　
　
　

徳
永　

則
子

大
雨
も
天
の
授
け
し
休
養
か
借
り
た
る
本
を
じ
っ
く
り
と
読
む　
　
　
　

古
川　

恵
子

菊
鹿
短
歌
会
　
六
月
詠
草

渕
上
修
次
選

ほ
と
と
ぎ
す
青
葉
が
く
れ
に
叫
び
た
る
朝
の
ひ
と
声
誰
が
言
伝
て
か　
　

中
原
ち
え
子

万
感
の
笑
顔
で
終
わ
る
中
体
連
孫こ

の
輝
き
を
吾
は
忘
れ
じ　
　
　
　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

よ
く
も
よ
く
も
手
を
取
り
合
っ
て
六
十
年
ダ
イ
ヤ
モン
ド
婚
の
記
念
年
な
り　

長
野
　
節
子

鹿
央
短
歌
会
　
六
月
作
品

風
も
な
く
柔
ら
か
に
射
す
初
夏
の
陽
に
木
々
の
若
葉
は
青
々
光
る　
　
　

木
下
志
摩
子

梅
も
漬
け
玉
葱
収
穫
や
っ
と
終
へ
今
日
降
る
雨
は
憩
ひ
の
雨
か　
　
　
　

竹
原　

黎
子

五
月
雨
に
ぬ
れ
て
色
増
す
あ
じ
さ
い
の
朝あ

さ

光か
げ

の
中
輝
き
て
見
ゆ　
　
　
　

木
下　

精
子

三
岳
短
歌
会
　
六
月
例
会

橋
桁
に
迫
る
増
水
夏
に
し
て
川
は
芥あ

く
た
を
流
し
て
清
し　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

信
博

亡
き
母
が
残
し
し
メ
モ
に
夏
野
菜
植
う
る
日
付
は
四
月
二
十
三
日　
　
　

渡
辺　

和
代

朝
七
時
野
鳥
の
声
に
う
な
が
さ
れ
今
日
が
始
ま
る
米
寿
の
わ
れ
に　
　
　

一
森　

久
子

肥
後
狂
句

俳
　
句

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
六
月
例
会

課
題
句
　
古
川
ひ
ろ
み
選

年
の
功　

叱
る
手
か
げ
ん
知
っ
と
ら
す

竹
下
千
鶴
子

し
ら
ん
げ
な　

嘘
の
上
塗
り
な
ん
回
目

中
川　

正
子

玉
の
汗　

土
俵
の
鬼
の
猛
稽
古

荒
平　
　

峠

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
六
月
例
会

藤
本
白
扇
選

父
の
日　

酒
で
も
飲
ん
で
語
ろ
う
か

酒
井
誠
之
助

む
げ
ー
も
ん　

拉
致
の
親
御
は
先
が
無
い

前
田　

幸
代

け
し
か
ら
ん　

四
十
九
日
も
経
た
ん
と
に

長
野　

お
節

フ
ル
回
転　

テ
レ
ビ
の
効
果
有
り
ま
し
た

森
川　
　

秋

父
の
日　

初
孫
抱
か
せ
祝
い
酒

古
里
イ
ツ
代

川
上
火
男
選

け
し
か
ら
ん　

痴
漢
も
私
よ
け
て
行
く

小
水
流
繁
富

ぴ
し
ゃ
り　

嬶
が
仕
切
る
と
異
議
の
出
ん

佐
々
木
二
世

父
の
日　

遺
影
に
深
く
手
を
合
わ
す

松
尾　

精
郎

ぴ
し
ゃ
り　

弾
と
票
と
が
一
致
す
る

長
瀬　

狂
介

フ
ル
回
転　

脳
も
使
わ
に
ゃ
衰
え
る

竹
下　

賀
松

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

花
び
ら
を
重
ね
し
牡
丹
吾
米
寿　
　
　
　
　

木
村
マ
チ
コ

青
嵐
天
地
の
呼
吸
聞
こ
え
た
り　
　
　
　
　

草
場　

靖
生

阿
蘇
の
野
に
光
撒
き
け
り
夏
の
蝶　
　
　
　

加
藤
寿
美
代

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

枝
先
の
青
さ
に
負
け
て
飛
ぶ
蛙　
　
　
　
　

原
口　

弓
子

ネ
ク
タ
イ
を
解
き
忘
れ
て
や
冷
し
蕎
麦　
　

松
尾　

光
浩

水
た
ま
り
映
る
子
供
の
晴
れ
た
顔　
　
　
　

松
山
ゆ
り
え

山
鹿
俳
句
会
　
六
月
例
会

利
光
釈
郎
選

つ
わ
ぶ
き
の
無
人
販
売
す
ぐ
に
売
れ　
　
　

児
玉　

德
夫

も
う
少
し
先
と
さ
す
道
陽
炎
ひ
ぬ　
　
　
　

松
下　

圭
士

軽
や
か
に
警
察
官
の
更
衣　
　
　
　
　
　
　

中
原　

英
明



問環境課  ☎(43)7211

環境だより環境だより

　
　
バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）１
１
９
４

広報やまが　2018.8　1415　2018.8　広報やまが

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細
書
は

必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

【
事
例
】

●　

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら「
口
座
残
高
不
足
」

の
案
内
が
届
い
た
。
慌
て
て
利
用
明
細
書
を
確
認

す
る
と
、
20
万
円
以
上
の
請
求
が
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
心
当
た
り
が
な
い
請
求
だ
っ
た
。
過
去
の
明
細

書
も
見
直
す
と
、１
年
間
で
合
計
60
万
円
ほ
ど
の
、

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
が
あ
っ
た
。
不
正
利

用
で
は
な
い
か
と
思
う
。
明
細
書
を
確
認
し
て
い

な
か
っ
た
自
分
に
も
落
ち
度
が
あ
る
が
、
ど
う
に

か
な
ら
な
い
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　 

カ
ー
ド
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
利
用
明
細
書

に
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
が
含
ま
れ
て
い

た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド

会
社
の
調
査
で
、
第
三
者
に
よ
る
不
正
利
用
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
　 

利
用
明
細
書
は
必
ず
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
際
に
受
け
取
っ

た
伝
票
な
ど
と
突
き
合
わ
せ
、確
認
し
ま
し
ょ
う
。

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
が
あ
っ
た
ら
、
早
急

に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

　

コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
な
ど
の

配
線
器
具
は
、
損
傷
に
よ
り
発
熱

し
、
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
配
線
器
具
か
ら
の
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
普
段
使

用
し
て
い
る
電
化
製
品
の
配
線
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
プ
ラ
グ
の
注
意
事
項

　

●　

�

壊
れ
た
プ
ラ
グ
を
使
用
し
て
い

る
と
、
感
電
・
シ
ョ
ー
ト
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
替

え
ま
し
ょ
う
。

　

●
　�

プ
ラ
グ
は
コ
ン
セ
ン
ト
に
し
っ

か
り
差
し
込
ん
で
使
い
ま
し
ょ

う
。
プ
ラ
グ
を
抜
く
時
は
、
プ

ラ
グ
本
体
を
持
っ
て
抜
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
　�

冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
大
型

家
電
は
、
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん

だ
ま
ま
に
な
り
が
ち
で
す
。
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
間
に
ホ

コ
リ
が
た
ま
り
、
火
災
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

●
コ
ー
ド
の
注
意
事
項

　

●
　�

コ
ー
ド
を
家
具
な
ど
の
下
に
敷

い
た
り
、
束
ね
た
り
し
て
い
る

と
、
コ
ー
ド
の
被ひ

覆ふ
く

を
傷
め
、

漏ろ
う

電で
ん

、
発
熱
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
コ
ー
ド
は
丁
寧
に
取
り
扱

い
ま
し
ょ
う
。

●
タ
コ
足
配
線
の
危
険
性

　

●
　�

タ
コ
足
配
線
は
、
安
全
限
度
を

超
え
て
電
気
を
使
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
接
続
部
や
コ
ー

ド
が
過
熱
し
て
火
災
の
原
因
に

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
や
め

ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
家
の
電
気
配
線
は
大
丈
夫
？

夏
場
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

　「鹿
央
里
や
ま 

蓮
ま
つ
り
」
開
催
中
の

鹿
央
古
代
の
森
交
流
施
設
「
里
や
ま
」、

物
産
館
周
辺
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
取
材

日
は
６
月
最
終
週
。
こ
の
時
点
で
蓮
の
花

は
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
。
や
は
り
見
頃
は

７
月
以
降
の
よ
う
で…

。
確
か
に
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任（
昨
年
９
月
）

す
る
直
前
に
訪
れ
た
７
月
は
、
あ
ち
こ
ち

に
蓮
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
悔

し
い
の
で
、
８
月
５
日
㈰
ま
で
の
イ
ベ
ン

ト
期
間
中
、
園
内
の
変
化
を
楽
し
み
に
、

何
度
も
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
蓮
の
花
よ
り
も
所
狭
し
と
並
ん

で
い
た
の
が
夏
の
味
覚
。特
に
メ
ロ
ン
は
、

お
な
じ
み
の
肥
後
グ
リ
ー
ン
の
他
、
皮
が

黄
色
く
、
追
熟
不
要
で
食
べ
ら
れ
る
と
い

う
イ
エ
ロ
ー
キ
ン
グ
も
。
よ
し
、
と
思
っ

て
財
布
を
見
る
と
、
あ
ろ
う
こ
と
か
小
銭

が
光
る
の
み
。
今
回
は
同
じ
黄
色
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
2
本
購
入
す
る
こ
と
に
決

定
。
移
住
後
初
め
て
迎
え
る
夏
も
、
お
い

し
く
楽
し
く
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
す
。（
河
野
）

山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

食と
農

　今
回
は
、
菊
鹿
町
上
永
野
に
あ
る
「
慈

観
庵
」
の
ア
ダ
ラ
ー
コ
リ
ン
ズ
慈
観
博

士
を
紹
介
し
ま
す
。

　慈
観
さ
ん
は
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
、
軍

隊
で
の
看
護
師
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
世

界
各
地
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
学
び
、
イ
ギ
リ

ス
政
府
の
仕
事
に
関
わ
り
平
成
12
年
に
来

日
。
平
成
22
年
か
ら
菊
鹿
町
に
移
住
し
、

自
給
自
足
を
目
指
し
た
有
機
的
な
農
業
を

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
の

人
が
笑
顔
で
慈
観
さ
ん
の
こ
と
を
話
す
の

を
見
る
と
、
と
て
も
良
い
関
係
を
築
か
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
昨
年
か
ら
は

愛
媛
県
松
山
市
に
あ
る
人
間
環
境
大
学
の

国
際
看
護
学
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
り
、

山
鹿
市
と
松
山
市
を
行
き
来
す
る
多
忙
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
農
業

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
教
育
や
サ
ー
ビ
ス
、

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
や
大
学
の
教

授
、
真
言
宗
僧
侶
な
ど
、
幅
広
く
マ
ル
チ

に
活
動
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　（田
河
）

や
ま
が
び
と

移住
定住

　６
月
26
日
、
鹿
北
小
学
校
５
年
生
と

ま
ほ
ろ
ば
保
育
園
の
年
長
さ
ん
が
、
合

同
で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
指
導
す

る
の
は
岩
野
農
業
同
志
会
の
皆
さ
ん
。

同
志
会
は
長
年
に
わ
た
っ
て
指
導
を
続

け
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
団
体
さ
ん
で
す
。

　あ
い
に
く
の
雨
で
、
時
に
は
強
く
降
り

大
変
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
田
ん
ぼ

の
ぬ
か
る
み
を
も
の
と
も
せ
ず
、
懸
命
に

苗
を
植
え
ま
し
た
。
５
年
生
が
年
長
さ
ん

に
植
え
方
を
教
え
て
い
る
姿
は
、
ま
る
で

き
ょ
う
だ
い
の
よ
う
で
ほ
ほ
笑
ま
し
か
っ

た
で
す
。
私
は
き
ょ
う
だ
い
も
お
ら
ず
、

上
級
生
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
小
学
校
で

育
っ
た
の
で
、
年
齢
を
超
え
た
つ
な
が
り

を
、
と
て
も
素
晴
ら
し
く
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
機
会
を
学
校
だ
け
で
な
く
、
地

域
全
体
で
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
も
鹿
北
町

の
魅
力
の
一
つ
で
す
。田
植
え
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
育
つ
子
ど
も
た

ち
。
将
来
は
頼
も
し
く
、
た
く
ま
し
い
大

人
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　（戸
村
）

う

き
ょ
う
べ
ん

じ

か
ん

は
す

つ
い
じ
ゅ
く

し
ん
ご
ん
し
ゅ
う

あ
ん

協力：鹿央物産館

ゆ
ら
り
鹿
北
町

岩野農業同
志会の皆さ

ん

田植え風景 全国から訪れる人たちと

菊鹿町「慈観庵」の
アダラーコリンズ慈観博士

どきどきの田植えスタート

暮ら
し

イベ
ント

花と実を結ぶ
山鹿の夏に、

気持ちもまあるく
なりました。

●歯を磨くときはコップを使いましょう
　�　１分間水を流しっぱなしで歯磨きをすると、
約６㍑の水を使います。コップを使えば１人３
杯でも約 0.6㍑で済みます。

　●食器洗いは、ため洗いをしましょう
　�　勢いよく流すと、１分間に約 12㍑の水が流
れます。適当な水量を心掛けましょう。流し洗
いでは１日約 120㍑の水を使いますが、ため洗
いでは約 37㍑です。

● 

夏
は
水
の
使
用
量
が
増
加
し
ま
す
。
節
水
を
心

掛
け
、
熊
本
の
天
然
地
下
水
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
は
１
日
に
ど
れ
く
ら
い
水
を
使
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？
熊
本
県
の
水
道
使
用
量
は
、
１
人
１

日
当
た
り
３
２
１
㍑
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
平
均
の

３
１
４
㍑
と
比
べ
て
７
㍑
多
く
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

水
に
恵
ま
れ
た
熊
本
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
水
の
あ
り

が
た
さ
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
近
年
、
一
部

で
は
地
下
水
の
水
位
低
下
や
湧
き
水
の
減
少
な
ど
、
将

来
の
水
利
用
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
水
の
恩
恵
を
受
け

続
け
る
た
め
に
は
、
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
、
１
人
１
日

あ
た
り
マ
イ
ナ
ス
７
㍑
の
節
水
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
立
県
推
進
課☎

０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
２

1 回当たり約 5.4㍑の節水！

1 日当たり約 83㍑の節水！

　歯を磨くときはコップを使いましょう

　食器洗いは、ため洗いをしましょう

　８月１日からの１週間は
「水の週間」です。熊本県
では、７月～８月に「節水
がんばるモン」キャンペー
ンを行っています。

節水啓発シール



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページですわ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

広報やまが　2018.8　1617　2018.8　広報やまが

夢に向かって　みんなで一歩前へ
　〜自分を信じ　日々努力する〜鹿本商工高等学校

　鹿本商工高校は、商業系学科と工業系学科を同じ
校地に設置した県内でも数少ない専門高校です。昨
年度創立 50 周年の節目の年を迎え、新たな 50 年に
向かってスタートを切りました。「創造・礼節・勤労」
の校訓のもと「誠実で自立した産業人の育成」を教
育目標に掲げ、日々の教育活動に取り組んでいます。
　学校で学んだ知識や技術を生かして、地域での販
売活動や技術ボランティアなどに取り組み、地域に
根ざした学校づくりに力を入れ、地域から愛される
学校を目指しています。
　卒業後は７割を超える生徒が就職しています。商
業と工業の学科があるため、多くの会社から求人を
いただいており、就職には圧倒的に有利です。県外
の大手企業や地元の銀行に就職する生徒もいます。
　進学では、専門高校だけの推薦枠を生かして、有
利な条件で進学することことができます。得意分野
を生かして、国公立大学に進学する生徒もいます。
　鹿本商工高校では生徒の皆さん一人一人の夢を実
現できます。

　現在は以下の４つの学科があり、特色ある教育活動
が展開されています。
◆商業科
　 経済を勉強し、地域で

活躍する販売職や事務
職を目指します。

◆情報管理科
　 情 報 分 野 で 活 躍 し た

り、上級学校への進学
を目指します。

◆機械科
　 金属加工をはじめ多く

の充実したものづくり
を学習します。

◆電子機械科
　 ものづくりから制御ま

で工業を担う人材を育
てます。
◦鹿本商工高等学校データ◦　小松一明校長　生徒数 349 人

ものづくり作業

オリジナル商品開発

　

　鹿北町に「むすびの会農園」と書かれた看板が立っ
ている畑があります。この会は、地域の方で結成され
た「結びの会」で、会の皆さんが畑を耕して野菜を作り、
近くの施設で食材と
して使用されていま
す。
　 そ こ に 数 年 前 か
ら、 鹿 北 支 援 セ ン
ターも仲間入りさせ
ていただき、子育て
親子も一緒にジャガ
イモやサツマイモを植えたり、お世話をしながら収穫
を楽しんだりしています。収穫したばかりのジャガイ
モは近くの施設のご好意で調理していただき、みんな
で試食しながら“ワイワイ”“ガヤガヤ”おしゃべり

を楽しみ、施設交流も満喫。また、活動中ボコボコ
した畑の中を転ばないように、歩く子どもたちの姿
を親や会の皆さんが温かなまなざしで見守る姿は、
まさに大家族！
　地域との関わり
が希薄になりがち
な現代ですが、子
育て親子が地域の
人と触れ合う機会
が持てるこの畑活
動を、今後も結びの会や地域の皆さんと協力しなが
ら続けていきたいと思っています。

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

やさしさ はげまし たすけあい みんな輝け 八幡っ子
～未来に向かって　Let's Enjoy English！～八幡小学校

　本校では、2020 年の新学習指導要領の全面実施に
向け、1年生から外国語に慣れ親しむことにより、ス
ムーズに外国語活動に取り組むことができるよう、昨
年度から月に一度の全
校児童による「英語集
会」を実施しています。
さらに本年度から毎週
木曜日に各学級の朝の
活動で「イングリッ
シュタイム」に取り組
んでいます。
　「英語集会」の会場となる体育館にはリズミカルな
英語の曲で入場し、外国語活動担当教師のリードで、
全児童が互いに簡単な英語によるあいさつをしたり、
英語を使ったゲームなどを楽しんだりしています。
　活動が終わると、児童と先生が笑顔でハイタッチを
しながら美しい英語の曲で退場していきます。
　「イングリッシュタイム」は、各学級で担任のリー
ドにより、音声と視覚教材を中心にした活動で、い

ろいろな英語の音や語
ご

彙
い

に触れるとともに、
楽しくゲームに参加す
ることでコミュニケー
ション力を高めていま
す。１回 15 分という
短い時間ですが、児童
も教師も英語に触れる
貴重な機会となってい
ます。
　このように、1 年生
から英語に慣れ親しむ
経験を重ねていくこと
で、外国の言葉だけで
なく文化への関心も持ち、グ
ローバル社会に向け何事も積
極的に取り組む八幡っ子にな
れるように頑張っています。

◦八幡小学校データ◦　栗原豊子校長　児童数 199 人

英語集会

イングリッシュタイム

みんなでなかよく遊ぶこと大事だよね！
富慈園☎ (46)2578

世界に一つしかない顔を作ろう
城北アソカ保育園☎ (48)2129

　「世界に一つしかない顔を作ろう」卒園を控えた年長児
が、その言葉とともに出会ったのが、地域でちぎり絵教
室をされている片岡きわ先生でした。初めての取り組み
ということで「未経験の子どもたちが完成できるのだろ
うか」「私はどのように援助すればいいのだろうか」と不
安ばかりで始まった製作。ワクワク感でいっぱいの年長
児と「先生なんて呼ばれてうれしい」と喜ばれたきわ先
生のおかげで、室内はア
イデアと笑い声があふれ、
あっという間の２時間で
した。お絵描きではなか
なか書き進められなかっ
たり、イメージはあるけ
どなかなか具体化できな
かったり…。
　課題を持っていた子も、自分なりの表現でよいのだと
自信を持って卒園していきました。小学校という新しい
環境の中で、今また新たな表現法を見つけて輝いている
ことと思います。
　新たな道を開いてくださったきわ先生に感謝するとと
もに、地域の中で「輝く腕」を持たれている人との出会
いを待つ毎日です。

　子どもたちの心を育みたいと、地域の豊かな教材「来
く

民
たみ

開
かい

拓
たく

団
だん

の真相」の紙芝居製作に取り組みました。中富小学
校 1年生と年長さんが、子ども
たちの「笑顔」と「みんなで」
というメッセージを込め、一緒に
描きました。紙芝居を見て「み
んななかよくせなんね」「お友達
が悲しんでたら助ける。そんな
人になりたい」と子どもたちが思いを語り合いました。そして、
語ろう会（親子学習）で保護者に披露しました。参加した保
護者からは「人権について触れる機会が増えれば子どもなり
の受け止め方、考え方から仲間を大事にする。命の大切さ
を学ぶ良い機会になると思う」と、多くの意見が寄せられまし
た。一人一人に大切な命があり、ふるさとがあり、家族があ
る。そして、自分の存在がかけがえのない大切な存在である
ことを感じ、家族やふるさとを誇れる。これからも部落差別を
はじめ、すべての差別をなくす心を育んでいきたいと思います。

宝物となった作品です

大きく、大きく、大きくな～れ！

味も最高！

「子育て応援の店」登録店
㈲第二梅田　（山鹿市）
午前9 時半～午後7 時

（毎週火曜日、第１・第３水曜日以外）
授乳の場、ミルク用お湯の提供、オムツ交換の場提供、
情報提供、子どもへの声掛け・集まりやすい環境など

畑 と な か よ し

子どもたちの絵
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◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４
すくすく学級
29 年９月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 ～ 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
29 年９月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
１歳６カ月児健診
28 年 12 月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

３〜４カ月児健診
30 年４月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
29 年 12 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

山の日

12 13 14 15 16 17 18
母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
27 年４月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

19 20 21 22 23 24 25
３〜４カ月児健診
30 年４月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
28 年 12 月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
27 年４月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

26 27 28 29 30 31
７〜８カ月児健診
29 年 12 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

●

元気の
お手伝い

Vol.112

山鹿市民
医療センター通信

「
糖と

う

尿に
ょ
う

病び
ょ
う

網も
う

膜ま
く

症し
ょ
う

」っ
て
ど
ん
な
病
気

開催日 受付開始時間 開始時間 場所

８月 20 日㈪
午前９時 45 分 午前 10 時

山鹿健康
　福祉センター

午後１時 15 分 午後１時半
８月 21 日㈫ 午前９時 45 分 午前 10 時
８月 23 日㈭ 午前９時 45 分 午前 10 時
８月 24 日㈮ 午後１時 15 分 午後１時半

８月 29 日㈬
午前９時 45 分 午前 10 時
午後１時 15 分 午後１時半

８月 31 日㈮ 午後１時 15 分 午後１時半
９月 3 日㈪ 午前９時 45 分 午前 10 時

９月５日㈬
午前９時 45 分 午前 10 時
午後１時 15 分 午後１時半

９月６日㈭ 午前９時 45 分 午前 10 時

◦ 持ってくるもの
 集団健診を受診した人
健診当日に配布したオレンジ色の健診結果受け取り票

　（結果票は説明会当日に渡します）
 個別医療機関で受診した人
健診結果受け取り票

　後期高齢者健診を受診した人
　郵送した後期高齢者健診結果票

　年に１回じっくりと自分の健康状態と向き合って、より
良い健康づくりに役立ててください。

【高齢者用肺
は い

炎
え ん

球
きゅう

菌
き ん

：平成 30 年度対象者の人へ】
　高齢者用肺炎球菌の定期予防接種の対象となるのは一生
に一度だけです。今年度の対象者には４月上旬に通知を送
付しています。通知が届いていない人は、健康増進課へご
連絡ください。
◦ 平成 30 年度　対象者

定期予防接種のお知らせ

国保特定健診・後期高齢者健診の結果説明会

検診日 検診会場 受付時間

８月１日㈬・２日㈭・３日㈮ 山鹿市総合体育館
（カルチャースポーツセンター） 午前７時半～

　10 時 20 分
８月４日㈯～ 12 日㈰ 山鹿健康福祉センター

　各種がん検診と特定健診を一緒に受ける人は、がん検診の指定受付日時
にお越しください。申し込みをしていなかった人や、都合で受けられなかっ
た人なども受診できますので、健康増進課へご連絡ください。

平成 30 年度各種がん検診・特定健診

年齢 生年月日
　65 歳 昭和28年４月２日生～昭和29年４月１日生
　70 歳 昭和23年４月２日生～昭和24年４月１日生
　75 歳 昭和18年４月２日生～昭和19年４月１日生
　80 歳 昭和13年４月２日生～昭和14年４月１日生
　85 歳 昭和 ８年４月２日生～昭和 ９年４月１日生
　90 歳 昭和 ３年４月２日生～昭和 ４年４月１日生
　95 歳 大正12年４月２日生～大正13年４月１日生
 100 歳 大正 ７年４月２日生～大正 ８年４月１日生

※  60 歳～ 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全の機能
障がい（内臓疾患などの身体障害者手帳１級程度）がある人
も対象となる場合があります。

【小学校６年生の保護者の皆さんへ】
　二種混合（破

は

傷
しょう

風
ふ う

・ジフテリア）定期予防接種をまだ受
けていない人は、夏休みの期間を利用してお子さんの体調
の良いときに、医療機関に予約後接種することをお勧めし
ます。

【日本脳炎：特例対象者の人へ】
　日本脳炎とは、日本脳炎ウイルスに感染した動物（主に
ブタ）を刺した蚊が媒介となっておこる中枢神経（脳や
脊
せ き ず い

髄など）の病気です。国が日本脳炎予防接種の積極的勧
奨を差し控えていた時期に、日本脳炎の２期接種が終わっ
ていない人がいるので、国の方針に基づき、順次接種の案
内通知を郵送しています。本年度 18 歳になる人（平成 12
年４月２日～平成 13 年４月１日生まれ）へ案内通知を郵
送しています。
　上記の対象となっていない年齢でも、小学６年生～ 20
歳未満の人で、1 期・２期の接種（計 4 回）が終わってい
ない人は、20 歳未満までは定期接種として自己負担なく残
りの回数の接種を受けられます。

【献血日】
８月９日㈭
◦スーパーミカエル

 山鹿店
受付時間

　　9：30 ～ 11：30
　 12：30 ～ 16：00

献血にご協力ください

健康ポイント事業
推進中！

山
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民
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山鹿市民医療センター
眼科
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23
・
０
％
で
約
１
５
０
〜

２
０
０
万
人
も
の
人
が
網
膜
症
を

発
症
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
網
膜
症
は
決
し
て
ま
れ
な
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

網
膜
症
が
深
刻
な
病
気
で
あ
る

理
由
の
一
つ
に
、
初
期
に
は
自
覚



⓬

問い合わせ先
社会教育課

☎（43）1651

菊池川 日本遺産 検索

広報やまが　2018.8　2021　2018.8　広報やまが

受講生募集
日本遺産ガイド養成講座

　菊池川流域日本遺産協議会では、日本遺産に認定された米作りのストーリーと、
構成文化財や観光資源を案内できる人を育成するため、菊池川流域日本遺産ガイド
養成講座を実施します。講座を受講し、ガイドとして認定を受けた人は、今後設立
する菊池川流域日本遺産ガイド協会（仮称）の有料ガイドとして活動してもらいます。

８月７月㈫から９月７日㈮まで

40 人（応募多数の場合は主催者で抽選します）

19 歳以上で菊池川流域の日本遺産に興味のある人
全講座の３分の２以上の参加が可能な人

９月 20 日㈭開講、平成 31 年２月修了
原則週１回（木曜日）午後７時から８時半まで
全 24 回予定（座学 18 回、フィールドワーク６回）
※フィールドワーク（現地研修）は、土・日曜日の日中開催予定。

5,000 円（講座初日に支払い）
※フィールドワークでの施設入館料などは各自負担となります。

各分野の専門家および行政職員

座学：山鹿市民交流センター　中会議室
フィールドワーク：菊池川流域の各現地

 下記申込書をコピーし、必要事項を記入の上、郵送、ファックス、
Ｅメールのどれかでお申し込みください。電話申し込みも可。

株式会社地域計画連合熊本事務所
　〒 862-0950
　　熊本市中央区水前寺 1-5-10　濫

ら ん

觴
しょう

イレブン 303 号室
　　電話 /FAX：096（387）3873
　　e-mail：rpi-kumamoto@rpi-h.co.jp

申
込
書

ふりがな 性別 男　・　女

氏名 生年月日 　　　　　年　　　月　　　日

住所 〒 電話番号 （　　　　）　　　　ー　　　　

Ｅメール ＦＡＸ番号 （　　　　）　　　　ー　　　　

募集期間

応募資格

受講料

開催日など

開催場所

申し込み方法

申込先

定　員

講　師

開催日 内　容
9/20 ㈭ 日本遺産とは
9/27 ㈭ ガイドとは
10/4 ㈭ 地図で読む菊池川流域
10/11 ㈭ 米作り二千年の変遷
10/18 ㈭ 井手、排水などの灌漑事業

※ 10/20 ㈯ フィールドワーク（山鹿）
10/25 ㈭ 干拓の歴史
11/1 ㈭ 菊池川水運

※ 11/3 ㈷ フィールドワーク（玉名）
11/8 ㈭ 米作りと人の暮らし
11/15 ㈭ 流域に古墳が多いわけ

※ 11/17 ㈯ フィールドワーク（和水）
11/22 ㈭ 菊池一族
11/29 ㈭ 菊池米のおいしさのわけ
※ 12/1 ㈯ フィールドワーク（菊池）
12/6 ㈭ 条里と鞠智城跡
12/13 ㈭ 八千代座と豊前街道
12/20 ㈭ リスクマネジメント
※ 1/10 ㈭ ワークショップ
※ 1/17 ㈭ ワークショップ
※ 1/26 ㈯ ガイド実践編１
※ 1/27 ㈰ ガイド実践編２
※ 1/31 ㈭ 実践編の講評
※ 2/21 ㈭ 認定試験＆まとめ

●開催日程（予定）

沼
地
に
田
を
拓ひ

ら
く

冨
田
甚
平
に
つ
い
て

　

冨
田
甚
平
は
嘉か

永え
い

元

（
１
８
４
８
）
年
、
菊
池
郡
砦と

り
で

村

大
字
台う

て
な

字
水み

ず

島し
ま

（
現
・
菊
池
市
七

城
町
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
か

ら
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
ま
で

菊
池
郡
の
地
租
改
正
担
当
御ご

用よ
う

掛が
か
り

を
拝
命
し
、
地
域
の
土
地
等
級
の

決
定
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
過
程
で
、
あ
ぜ
一

つ
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
に
土
地

等
級
が
極
端
に
異
な
り
、
収
穫
量

に
差
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま

す
。
そ
の
原
因
が
主
に
地
下
水
に

あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
ま
し
た
。

　

地
下
水
を
調
節
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
等
級
の
低
い
水
田
も
乾

田
並
み
の
等
級
に
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
暗
渠
排
水
法
の
研
究
の
出
発
点

に
な
り
ま
し
た
。

　
（
担
当
：
菊
池
市
生
涯
学
習
課
）

水
も
で
き
る
機
能
を
合
わ
せ
持
つ

点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
画
期
的

な
技
術
で
あ
り
、
湿
田
で
の
耕
作

を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

米
作
り
の
耕
作
地
を
沼
地
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

土
地
改
良
技
術
の
進
歩
が
大
き
な

要
因
で
す
。
そ
の
土
地
改
良
技
術

の
研
究
を
行
い
、
実
践
的
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
の
が

冨
田
甚じ

ん

平ぺ
い

で
す
。

冨
田
式
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
法

　

冨
田
甚
平
は
最
初
に
「
留と

め

井い

戸ど

」に
よ
る
地
下
水
位
の
調
節
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ

の
方
法
に
改
良
を
加
え
、「
水す

い

閘こ
う

土
管
」を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の

方
法
は
留
井
戸
よ
り
も
小
型
に
な

り
、
あ
ぜ
に
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
、工
事
費
も
安
価
に
で
き
ま
す
。

　

こ
の
水
閘
土
管
は
排
水
調
節
の

内う
ち

ぶ
た
を
上
か
ら
針
金
で
上
げ
下

げ
を
し
、
簡
単
で
確
実
な
操
作
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
方
法
は
排
水
だ
け
で
な
く
、
貯

冨
田
式
暗
渠
排
水
の
土
管
→

↑冨田甚平

■
日
本
遺
産
巡
回
展

　
「
日
本
遺
産�

菊
池
川
流
域
の
米

作
り
〜
人
と
大
地
に
刻
ま
れ
た

二
千
年
の
記
憶
〜
和
水
編
」

期
間　

�

７
月
24
日
〜
９
月
９
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

場
所　

�

和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
肥
後
民
家
村
内
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日

　

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

料
金　
無
料

■
和
水
町
古
墳
祭

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
る
灯
籠

の
奉
納
、装
飾
古
墳
で
あ
る
塚つ

か

坊ぼ
う

主ず

古
墳
の
一
般
公
開
も
行
い
ま
す
。

日 

時　

▼
８
月
４
日
㈯
前
夜
祭

（
子
ど
も
夜
店
市
、ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
）▼
８
月
５
日
㈰
炎
の
宴（
神

事
、打
ち
上
げ
花
火
な
ど
）

場
所　
江え

田た

船ふ
な

山や
ま

古
墳
公
園
一
帯

■
赤あ

か

星ほ
し

神
楽 

風か
ぜ

止と

め
奉
納

　
構
成
文
化
財
の
神
楽
の
一
つ
で
す
。

日
時　
８
月
19
日
㈰
午
前
11
時
〜

場
所　
赤あ

か

星ほ
し

菅す
が

原わ
ら

神
社（
菊
池
市
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

❶ふたを落とせば給水
❷ふたを上げれば排水
　（田んぼの水を抜きたいとき）

水田

水

断面

柴やササ

竹筒の束

地表
ふた

土

❶

❷

冨田式暗
あん

渠
きょ

排水法

遺跡位置図

①冨田式暗渠排水法

九
州
新
幹
線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム

①菊池川
菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

①

主催：菊池川流域日本遺産協議会　問社会教育課（43）1651

※の日程は変更の可能性があります。
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６ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※６月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　松藤きなりさん　富野　結
ゆ き

貴さん
　　　　　中井　悠

ゆ う と

斗さん　原口　大
そ ら

空さん
　米　田　中嶋　　湊

みなと

さん　大迫　宗
そ う ま

馬さん
　八　幡　浦部　夏

か ほ

帆さん　青瀬　華
か り ん

鈴さん
　三　岳　深町　乃

の あ

愛さん
　三　玉　山本　千

ち ひ ろ

尋さん
　大　道　園田　亜

あ お は

凰さん　堤　　虎
た け る

琉さん

鹿　北

　岳　間　髙木　　澪
みお

さん
　岩　野　櫨川　　瑞

みずき

さん
菊　鹿

　内　田　富田　結
い と

人さん

山　鹿
　山　鹿　米田ツルエさん (91)
　川　辺　德永　久一さん (90)
　八　幡　鍋田　勇光さん (80)　村上すみ子さん (80)
　　　　　荒木　光昭さん (90)
　平小城　田中キヨメさん (95)　松藤　貞記さん (74)
　　　　　山下井美子さん (65)
　三　岳　江上　惠子さん (64)　池部　孝一さん (84)
　　　　　古家　幸弘さん (93)　橋本　盛夫さん (90)
　三　玉　大道　陽子さん (83)　内原　義明さん (81)
　　　　　脇山ミツ子さん (94)　立山キミコさん (95)
鹿　北
　岩　野　松本　建伍さん (85)　西牟田ミチノさん (96)
　　　　　松本　則行さん (88)　田中　　厚さん (95)
　広　見　江上　義廣さん (91)

お く や み

菊　鹿
　内　田　藤原ナツエさん (88)　飯川　辰男さん (90)
　　　　　村上イツミさん (92)　藤原　重弘さん (71)
　六　郷　古閑ヨシミさん (94)　栗原　勝義さん (86)
　　　　　谷　　幸二さん (74)
　城　北　出口キミ子さん (97)　山口ミチコさん (94)
鹿　本
　来　民　竹ノ内一英さん (70)　木村　房男さん (84)
　稲　田　髙本　亮輝さん (83)　本田　律子さん (101)
　　　　　木村み　りさん (83)　芹川　隆之さん (92)
　中　富　小𠩤アヤ子さん (90)　中島　敏明さん (85)
鹿　央
　千　田　川口キヌ子さん (84)　姫井　豊光さん (74)
　山　内　⻆田　勝子さん (97)

およろこび
山　鹿
　山　鹿　本田　勝也さん♥松田　成世さん
　　　　　中尾壮治郎さん♥南　　沙貴さん
菊　鹿
　城　北　田中　太樹さん♥鈴木　聡美さん
　　　　　萩尾　浩介さん♥小田知歩美さん

鹿　本
　稲　田　原口　晃一さん♥松山さおりさん
　中　富　山田　浩貴さん♥福島　真理さん
鹿　央
　千　田　新木　康平さん♥　田美奈世さん
　米野岳　井出　政宏さん♥中村　友紀さん

コース 内　容 授業回数 期　間 時　間

Ⓐパソコン入門 パソコンの基礎から写真デー
タの活用など（初心者向け）

15 回
（30 時間）

10 月２日㈫～
　　11 月 20 日㈫

（原則、火・木曜日）
午後７時～９時

Ⓑワード・エクセル基礎

ワードの基本的活用（はがき・
案内状作成など）と、エクセ
ルの基本的活用（住所録・家
計簿作成など）

15 回
（30 時間）

10 月３日㈬～
　　11 月 21 日㈬

（原則、水・金曜日）

　平成 30 年度　パソコン教室受講生募集

問社会教育課　☎ (43)1651

◦受講資格　山鹿市に住んでいるか、勤務・在学している人
◦開催場所　山鹿市民交流センター
◦ 受講料　１コース　６千円（開講日に納付書を配布）
　※受講料と別に教科書代（２千円～３千円程度）が必要です。
◦申込期間　８月１日㈬～ 24 日㈮　平日の午前８時半～午後５時
◦ 申し込み方法　社会教育課、山鹿市民交流センター、各市民センター内の

地区公民館に用意している申込書に記入し、提出してください。電話で申
し込みもできます。

◦ 定員　各コース 12 人（パソコンの持ち込みができない人６人と、持ち込み
可能な人６人）

　※申込者が多い場合は抽選。申込者が少ない場合は開講しません。

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦ 

市
県
民
税
（
第
２
期
）

◦ 

国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

◦ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
２
期
）

◦ 

介
護
保
険
料
（
第
３
期
）

◦ 

納
期
限　
８
月
31
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間
（
平
日
）　
８
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
８
月
26
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
」
に
お
け
る
黙
と
う

　
８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。
当
日
は
日
本
武

道
館
に
お
い
て
、
政
府
主
催
の
「
全
国
戦

没
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
、
戦
没
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
や
ご
家
庭
な
ど
で
、
正
午
か
ら
１
分

間
の
黙
と
う
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
福
祉
課　
　
　
　

��

☎（
43
）１
１
６
７

　

川
辺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が

川
辺
小
学
校
跡
地
に
完
成
し
、
そ
れ
に
伴
い

川
辺
地
区
公
民
館
の
機
能
が
移
転
し
ま
し

た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る

た
め
川
辺
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
拠
点
施

設
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

問 

川
辺
地
区
公
民
館　
　

☎（
43
）１
１
０
８

　

山
鹿
市
役
所
本
庁
で
は
毎
週
木
曜
日
の
午

後
７
時
ま
で
、
市
民
課
窓
口
の
延
長
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
16
日
㈭
は

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
開
催
の
た
め
、
窓
口
延
長

を
８
月
14
日
㈫
に
変
更
し
ま
す
。

問 

市
民
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
６
９

川
辺
地
区
公
民
館
が
機
能
移
転

し
ま
し
た

８
月
の
市
民
課
窓
口

延
長
日
の
変
更

お 知
せら

お 知
せら
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菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想n

②

問
農
業
振
興
課

☎（
43
）１
５
５
６

●
ワ
イ
ン
の
歴
史

　
今
回
の
掲
載
に
あ
た
り
、
世
界
の
ワ
イ
ン

消
費
量
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
７

年
の
統
計
で
は
約
２
５
０
億
㍑
で
し
た
。
こ

れ
は
東
京
ド
ー
ム
約
20
杯
分
に
相
当
し
ま

す
。
日
本
で
の
消
費
量
は
約
３
億
７
千
万

㍑
。
自
社
（
熊
本
ワ
イ
ン
株
式
会
社
）
の

年
間
生
産
量
が
約
10
万
㍑
で
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
人
は
ど
れ
ほ
ど
ア
ル
コ
ー

ル
が
好
き
な
の
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

消
費
量
の
推
移
は
前
年
比
増
を
続
け
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
世
界
の
ビ
ー
ル
消
費

量
は
約
１
５
０
０
億
㍑
で
す
。

　
人
々
を
魅み

了り
ょ
うす
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
い
つ

か
ら
造
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
約

９
千
年
前
の
中
国
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
に
発
酵
飲
料
の
痕こ

ん

跡せ
き

が
見
つ
か
っ
て
い

て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
旧
グ
ル
ジ
ア
）
で
は
約

８
千
年
前
の
遺
物
に
ワ
イ
ン
の
痕
跡
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
エ
ジ
プ
ト
王
朝
で
は
ブ
ド
ウ

を
栽
培
し
、
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い
た
と
い
う

の
だ
か
ら
驚
き
で
す
。
一
方
、
日
本
で
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
で
は
ワ
イ
ン
が
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

い
た
時
代
、
明
治
維
新
期
に
政
府
が
ワ
イ

ン
造
り
を
推
奨
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

こ
れ
が
約
１
５
０
年
前
で
あ
り
、
ワ
イ
ン

の
歴
史
の
中
で

は
最
近
の
話
と

な
り
ま
す
。

　

な
ぜ
そ
れ
ま
で
日
本

で
は
ワ
イ
ン
造
り
が
根
付
か
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
諸
外
国

と
の
生
活
環
境
の
違
い
に
関
係
が
あ
り
ま

す
。
歴
史
が
あ
り
、
長
く
ワ
イ
ン
造
り
を

営
ん
で
い
る
地
域
は
、乾
燥
し
て
い
て
「
水

が
貴
重
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
の
地
域
で
は
、
水
の
代
わ
り
と

な
る
よ
う
に
ブ
ド
ウ
を
育
て
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
日
本
は
水
の
都
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、

わ
ざ
わ
ざ
大
変
な
思
い
を
し
て
ブ
ド
ウ
を

栽
培
し
な
く
て
も
良
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
約
１
５
０
年
間
は
ブ
ド
ウ
を
栽

培
し
、
ワ
イ
ン
を
造
り
続
け
て
い
る
意
味
が

あ
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
は
、
魅
了
さ
れ
る
と
離

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。ブ
ド
ウ
の
房
が
収
穫
さ
れ
、

ワ
イ
ン
に
な
り
、
ボ
ト
ル
に
入
る
。
そ
し

て
い
つ
か
開
け
ら
れ
、
喜
ん
で
も
ら
え
る

日
を
待
つ
。
ま
さ
に
人
生
と
同
じ
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
数
世
代
を
か
け
、

菊
鹿
町
の
ワ
イ
ン
造
り
も
歴
史
を
刻
ん
で

い
く
こ
と
が
、
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

次
回
は
「
ワ
イ
ン
の
製
造
方
法
」
を
掲

載
予
定
で
す
。

　
こ
と
し
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
ワ
イ
ン
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
熊
本
ワ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
の
幸
山
賢け

ん

一い
ち

社
長
に
よ
る

「
ワ
イ
ン
の
話
」
を
、
今
月
か
ら
３
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

幸山社長

入札結果の報告（６月分）
問防災監理課　☎（43）1113

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）
６/12 天空桑園ルート麻生中間線改良工事 鹿北町四丁地内 ㈲草野建設 11,232,000

６/12 車両系誘導サイン整備工事 市内一円 ㈱皆本建設 37,584,000

６/12 方保田東原中央線側溝整備工事 方保田地内 ㈲真公建設 9,903,600

６/12 牟田岩原線道路整備工事 鹿央町持松地内 ㈱昭栄 8,564,400

６/12 山鹿内田線舗装工事 久原地内 ㈱村井建設 15,498,000

６/12 四丁尾谷線舗装工事 鹿北町四丁地内 ㈱古城建設 27,756,000

６/12 梶屋山内線舗装工事 鹿本町石渕地内 ㈲古澤建設 7,387,200

６/12 中町２号線舗装工事 中町地内 ㈱皆本建設 5,000,400

６/12 縦貫線舗装工事 石地内 ㈲虎口建設 6,048,000

６/26 平成 30 年度　古閑高校線上水道配水管更新工事 古閑地内 ㈱インセンティブ 11,716,920

６/26 山鹿市立認定こども園整備（建築）工事 鹿本町御宇田地内 富田建設㈱ 69,552,000

６/26 山鹿市立認定こども園整備（電気）工事 鹿本町御宇田地内 ㈲中原電機商会 17,388,000

６/26 山鹿市立認定こども園整備（機械）工事 鹿本町御宇田地内 城設備㈱ 31,050,000

６/26 大道小学校空気調和設備設置工事 方保田地内 ㈲サンテック 12,744,000

６/26 三玉小学校空気調和設備設置工事 久原地内 南九州マルヰ㈱熊本北支店 6,868,800

６/26 米野岳中学校屋外便所新築工事 鹿央町岩原地内 河原住建㈱ 15,228,000

◦ 

対
象
地
区　
山
鹿
地
区

◦ 

日
時　
８
月
21
日
㈫
・
22
日
㈬
（
ビ
ニ
ー

ル
）、
23
日
㈭
（
ポ
リ
系
）

　

午
前
８
時
半
〜
正
午
ま
で

※�

天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

場
所　
広
域
瓜
類
選
果
場
事
務
所
前

　
（
山
鹿
市
石
）

※�

委
任
状
の
提
出
が
必
要
（
委
任
状
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
印
か
ん
持
参
）

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

収
集
し
ま
す

お 知
せら

各
種
手
当
は
現
況
届
と
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す

お 知
せら

　

次
の
手
当
な
ど
の
受
給
資
格
が
あ
る
人

は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
や
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す
。

①
現
況
届
が
必
要
な
も
の

　

・
児
童
扶
養
手
当

　

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

・
障
害
児
福
祉
手
当

　

・
特
別
障
害
者
手
当

　

・
経
過
的
福
祉
手
当

②
更
新
手
続
き
が
必
要
な
も
の

　

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

※�

提
出
が
な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当

や
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

◦ 

受
付
場
所

　

県
で
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
」
に

向
け
て
、
家
庭
で
使
わ
れ
た
天
ぷ
ら
油
（
家

庭
廃
食
油
）
を
環
境
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
と
し
て
、
再
利

用
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
２
ロ

ア
ッ
ソ
の
選
手
バ
ス
や
災
害
時
の
緊
急
車
両
・

解
体
用
重
機
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
が
県
内
に
拡
大
・

定
着
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◦ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

　

�

７
月
２
日
〜
８
月
31
日
㈮
、
12
月
３
日
㈪

〜
１
月
31
日
㈭
の
２
回

※�

山
鹿
市
役
所
環
境
課
お
よ
び
各
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
家
庭
廃
食
油
を
受
け
取
り
ま
す

の
で
、
ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
た
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

環
境
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）７
２
１
１

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！
総
ぐ
る
み

Ｂ
Ｄ
Ｆ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お 知
せら

◦
試
験
日
時　
11
月
11
日
㈰　

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
半　

◦
試
験
会
場　

 

熊
本
大
学
黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス

◦ 

申
込
期
間　
８
月
15
日
㈬
〜
９
月
20
日
㈭

◦ 

申
し
込
み
方
法　
願
書
を
郵
送
（
９
月
20

日
㈭
消
印
有
効
）
ま
た
は
、
熊
本
市
上
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
（
月
〜
金
の
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
ま
で
）
ま
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◦ 

費
用　
５
千
円

◦ 

試
験
案
内　
８
月
１
日
㈬
か
ら
市
役
所
下

水
道
課
で
配
布
ま
た
は
熊
本
市
上
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
sc.kum

am
oto.jp/)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※�

希
望
す
る
人
に
は
受
験
者
講
習
会
を
行
い

ま
す
。（
有
料
）�

問 

熊
本
市
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社

☎
０
９
６（
２
８
８
）７
３
６
２

平
成
30
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
試
験

お 知
せら

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
、

防
犯
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
地
震
時
に
倒
壊
や
落
下
な
ど
、
人
命

を
脅
か
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
適
切
に
管
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
は
高

す
ぎ
な
い
か
、
控
え
壁
は
あ
る
か
、
傾
き
や

ひ
び
割
れ
な
ど
の
劣
化
は
な
い
か
な
ど
、
自

己
点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
点
検
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_16034.htm
l)

に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
点
検
の
結
果
、
危
険
性
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
、
付
近
通
行
者
へ
の
速
や
か
な
注
意

あ
な
た
の
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

安
全
で
す
か

お 知
せら

◦ 

処
理
料
金
（
税
別
）

　

�

ビ
ニ
ー
ル
（
０
円
／
㎏
）
再
生
利
用
で
き

る
も
の
、（
15
円
／
㎏
）
再
生
利
用
で
き

な
い
も
の

　

�

ポ
リ
類
（
15
円
／
㎏
）
ポ
リ
・
Ｐ
Ｏ
系
・

灌か
ん
す
い水

チ
ュ
ー
ブ
・
肥
料
袋
、（
50
円
／
㎏
）

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
・
育
苗
ポ
ッ
ト
・
寒か

ん

冷れ
い

紗し
ゃ

・
タ
イ
ベ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど

※�

梱
包
や
結
束
方
法
な
ど
に
決
ま
り
が
あ
り
、

出
し
方
が
違
う
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

搬
入
す
る
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
処
理
対
策
協

議
会
山
鹿
支
部
事
務
局

　
Ｊ
Ａ
鹿
本
山
鹿
営
農
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）０
２
３
０

　

農
業
振
興
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
５
６

表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
補
修
や
撤

去
な
ど
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
専
門
家

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
９
１

　
【
山
鹿
地
区
】
福
祉
援
護
課
児
童
家
庭
係

　
【
鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区
】

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当

◦ 

受
付
場
所

　
【
山
鹿
地
区
】
福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係

　
【
鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区
】

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

※�

受
付
日
時
は
、
郵
送
し
て
い
る
通
知
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
援
護
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）
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〈 

有
料
広
告 

〉

創業明治三年　山鹿の味と香りを届けて 148年

重たい調味料をお買い物するのは大変。届けてもらうとすごく便利！
各家庭に１本からでも配達します。　※山鹿市内のみ

お気軽にお電話ください。醤油・味噌・ソース・酢・油など

丸亀醤油（株）
山鹿市中1000-2

お問い合わせ先
☎0968-44-3131

取り扱い商品

〈 

有
料
広
告 

〉

◦  

職
種

　

①
看
護
師
②
准
看
護
師　

若
干
名
募
集

◦  

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
調
査

◦ 

任
用
期
間　 山

鹿
市
非
常
勤
職
員

要
介
護
認
定
訪
問
調
査
員
募
集

募 集
◦ 

対
象
者　
①
市
内
に
３
年
以
上
住
ん
で
い

る
人
の
被
扶
養
者
②
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
人
③
学
業
成
績
が
優
秀

な
人
ま
た
は
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
人
④

他
の
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付
を
受
け

て
い
な
い
人
（
予
定
が
な
い
人
）

◦ 

貸
与
人
員　
若
干
名

◦ 

貸
与
金
額

　

①
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　

�　

国
公
立　
月
額
２
万
円
以
内（
無
利
息
）

　
　

私
立　
月
額
３
万
円
以
内
（
無
利
息
）

　

②
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

　
　

月
額
５
万
円
以
内
（
無
利
息
）

◦ 

返
還
方
法　
貸
し
付
け
終
了
後
、
半
年
間

据
え
置
き
、
貸
付
期
間
の
３
倍
以
内
の
期

間
で
返
還

　

�

例
貸
し
付
け
が
３
月
ま
で
の
場
合
、
同
年

10
月
か
ら
返
還

※�

奨
学
金
は
貸
し
付
け
で
あ
り
、
そ
の
返
還

金
が
次
の
奨
学
金
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

◦ 

申
請
期
間　
８
月
６
日
㈪
〜
９
月
６
日
㈭

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
教
育
総
務
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
３
８

平
成
30
年
度
（
第
２
回
）

市
奨
学
資
金
の
申
請
受
け
付
け

募 集

　

山
鹿
市
指
定
文
化
財
の
民
謡
「
鹿
北
茶
山

唄
」
の
日
本
一
を
競
う
全
国
大
会
の
出
場
者

を
募
集
し
ま
す
。

◦ 

期
日　
10
月
28
日
㈰

◦ 

場
所　
山
鹿
市
鹿
北
体
育
セ
ン
タ
ー

◦ 

部
門　
少
年
少
女
Ⅰ
部
Ⅱ
部
、
青
壮
年
、

実
年
、
高
年
Ⅰ
部
Ⅱ
部
、
寿
高
年
の
７
部

門
◦ 

募
集
期
限　
９
月
７
日
㈮

◦ 

参
加
料　
高
校
生
以
上
２
千
円
、
中
学
生

以
下
千
円

※�

出
場
希
望
者
に
は
大
会
要
項
・
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
。

※�

（
公
財
）
日
本
民
謡
協
会
各
支
部
に
は
大

会
要
項
・
申
込
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※�

出
場
者
に
は
、参
加
賞
（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
、
お
茶
）
と
地
元
産

第
28
回
鹿
北
茶
山
唄
全
国
大
会

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

募 集

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
広
げ
る
た

め
、
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
（
参

加
賞
あ
り
）。

◦
応
募
資
格

　
【
作
文
】
小
学
生
以
上

　
【
ポ
ス
タ
ー
】
小
学
生
と
中
学
生

◦ 

募
集
期
限　
９
月
７
日
㈮

※�

募
集
案
内
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本
県
障
が
い
者
支
援

課
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」募
集

募 集

　
県
で
は
高
校
生
の
授
業
料
以
外
の
教
育
費

の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
本
給
付
金

は
返
済
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◦ 

対
象
者

　

７
月
１
日
に
在
学
中
の
高
校
生
の
保
護
者

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
。

　

①
県
内
在
住

　

②�

住
民
税
所
得
割
非
課
税
ま
た
は
生
活
保

高
校
生
の
た
め
の
修
学
給
付
金

お 知
せら

　

県
で
は
、
応
急
仮
説
住
宅
の
入
居
世
帯
、

全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
の
罹り

災さ
い

証
明
書
の

交
付
世
帯
、
半
壊
の
罹
災
証
明
書
の
交
付
世

帯
で
解
体
し
た
世
帯
、
法
に
基
づ
く
長
期
避

難
世
帯
を
対
象
に
、
次
の
４
つ
の
支
援
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
①
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助
成

　
②
自
宅
再
建
利
子
助
成

　
③
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
費
助
成

　
④
転
居
費
助
成

　

ま
た
、
新
た
な
支
援
策
と
し
て
「
保
証
人

不
在
被
災
者
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

県
す
ま
い
対
策
室

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
８
２
１

熊
本
地
震
に
お
け
る
す
ま
い
の

再
建
に
向
け
た
支
援
策

お 知
せら

の
食
材
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
弁
当
を
準
備

し
ま
す
。

問 

鹿
北
茶
山
唄
全
国
大
会
実
行
委
員
会
（
鹿

北
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎（
32
）３
１
１
１

　

市
で
は
「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
に

基
づ
き
、
市
内
中
小
企
業
者
の
新
た
な
設
備

投
資
を
後
押
し
す
る
た
め
「
導
入
促
進
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
中
小
企
業
者
が
作
成
す
る
「
先
端
設

備
等
導
入
計
画
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
平
成
32
年
度
ま
で
に
導
入
計
画
を
作

成
し
、
市
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
は
、

計
画
に
基
づ
き
取
得
し
た
新
規
設
備
に
係
る

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
が
特
例
に
よ
り
、

３
年
間
免
除
に
な
り
ま
す
。
市
への
計
画
認
定

申
請
の
際
は
、
工
業
会
な
ど
が
発
行
す
る
証

明
書
や
経
営
革
新
等
支
援
機
関
が
発
行
す
る

事
前
確
認
書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦ 

固
定
資
産
税
の
特
例
を
受
け
ら
れ
る
対
象

者
　

�

資
本
金
額
１
億
円
以
下
の
法
人
、
従
業
員

数
千
人
以
下
の
個
人
事
業
主
な
ど
の
う

ち
、
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を
受

け
た
者
（
大
企
業
の
子
会
社
を
除
く
）。

◦ 

対
象
設
備
（
最
低
取
得
価
格
・
販
売
開
始

時
期
）

　

機
械
装
置（
１
６
０
万
円
以
上
、10
年
以
内
）

　

�

測
定
工
具
お
よ
び
検
査
工
具
（
30
万
円
以

上
、
５
年
以
内
）

　
器
具
備
品（
30
万
円
以
上
、
６
年
以
内
）

　

�

建
物
付
属
設
備
（
60
万
円
以
上
、
14
年
以

内
）
建
物
と
一
体
と
な
っ
て
効
用
を
果
た

す
も
の
を
除
く
。

◦ 

そ
の
他
要
件

　

�

生
産
、
販
売
活
動
な
ど
の
用
に
直
接
供
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、中
古
資
産
で
な
い
こ
と
。

中
小
企
業
者
の
設
備
投
資
を

支
援
し
ま
す

お 知
せら

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

商
工
観
光
課
企
業
誘
致
推
進
室

☎（
43
）１
５
７
９

護
受
給
世
帯

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

（
国
公
立
）
県
高
校
教
育
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
６
７
５

　

��（
私
立
）
県
私
学
振
興
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
６
４

　
コ
イ
特
有
の
病
気
（
致
死
率
・
感
染
率
が
高

い
）
で
あ
る
コ
イ
ヘルペス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①�
川
や
湖
、
釣
り
堀
な
ど
で
釣
っ
た
コ
イ
を

ほ
か
の
川
や
湖
、
池
な
ど
に
放
す
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

②�

皆
さ
ん
が
飼
っ
て
い
る
コ
イ
や
、
死
ん
だ

コ
イ
を
川
や
湖
、
池
な
ど
に
放
し
た
り
捨

て
た
り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問 

熊
本
県
水
産
振
興
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
５
６

　
道
に
迷
っ
た
犬
や
猫
は
自
力
で
は
家
に
帰

れ
ま
せ
ん
。
大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に
さ
せ

な
い
よ
う
、
犬
は
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
猫
は

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
鑑
札
や
迷

子
札
を
着
け
た
り
、
首
輪
の
裏
に
飼
い
主
の

名
前
や
連
絡
先
を
記
入
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
も
し
、
ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た

場
合
は
、
保
健
所
や
市
町
村
、
警
察
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
保
健
所　
　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に

さ
せ
な
い
た
め
に

お 知
せら

お 知
せら

　

９
月
１
日
㈯
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

◦ 

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦ 

賃
金
（
日
額
）

　

①
７
１
０
０
円
②
６
８
０
０
円

◦ 

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
長
寿
支
援
課
に
持
参
か
郵
送

◦ 

申
込
期
限　
８
月
14
日
㈫　

　

郵
送
の
場
合
は
８
月
14
日
㈫
必
着

◦ 

面
接
試
験　
申
し
込
み
者
へ
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０
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　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。
原
則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど

を
受
給
し
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練

◦ 

訓
練
場
所　
合
志
市

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募 集
　

県
で
は
、
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
（
企
業
ま
た
は
団
体
）
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。表
彰
さ
れ
た
事
業
者
の
取
り
組
み
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
県
民
に
広
く
紹
介

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
が
期
待
で
き
ま
す
。
な
お
、
山
鹿
市
は
現

在
ま
で
６
事
業
者
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者

　

女
性
の
登
用
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者
（
自
薦
、
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
）。

◦ 

募
集
期
限　
８
月
27
日
㈪

◦ 

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
取
り
組
み
内
容
が
分
か
る
参
考
資

料
を
添
え
、
熊
本
県
男
女
参
画
・
協
働
推

進
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問 

熊
本
県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
８
７

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い

る
事
業
者
を
表
彰
し
ま
す

募 集

　

県
で
は
、
健
康
に
配
慮
し
た
食
事
提
供
な

ど
を
行
う「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
援
店
に
は
、
県
か

ら
指
定
書
や
の
ぼ
り
旗
を
交
付
し
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
お
店
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。応
援
店
の
指
定
は
無
料
で
す
。

◦ 

募
集
対
象　

　

�

飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
、

企
業
・
病
院
な
ど
の
社
員

食
堂
な
ど

◦ 

募
集
要
件　
①
〜
⑥
の
中
か
ら
１
つ
以
上

を
選
ん
で
実
施
す
る
。

　

�

①
栄
養
成
分
表
示
②
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
表
示
③
野
菜
も
り
も
り
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
④
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
へ
の
対
応
⑤
地

産
地
消
⑥
禁
煙
の
推
進

※�

さ
ら
に
レ
ベル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
項
目
も
あ

り
ま
す
。「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援

店
」
ホ
ー
ム
ペー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w.

pref.kum
am
oto.jp/kiji_23824.htm

l

◦ 

募
集
期
限　
10
月
31
日
㈬

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応
援
店
の
募
集

募 集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
職
業
訓
練

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練
は
も
の
づ
く

り
を
中
心
と
し
た
就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い

内
容
で
す
。

◦ 

募
集
科　

　

・
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科

　

・
溶
接
施
工
技
術
科

　

・
建
設
機
械
科

　

・
ビ
ル
管
理
技
術
科

◦ 

募
集
人
員　
各
科
15
人

◦ 

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈬
〜
23
日
㈭

◦ 

訓
練
説
明
会　
８
月
８
日
㈬
、
21
日
㈫

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

◦ 

筆
記
試
験
・
面
接
日　
８
月
31
日
㈮

◦ 

入
所
日　
10
月
４
日
㈭

◦ 

訓
練
期
間　
６
カ
月

◦ 

必
要
経
費　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

公
共
職
業
訓
練

10
月
期
生
募
集

募 集

◦ 

試
験
の
種
類　

①
高
等
学
校
卒
業
程
度

（
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、

一
般
土
木
、
農
業
土
木
、
林
業
）
②
免
許

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の

採
用
試
験
実
施

募 集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

特
に
施
設
管
理
、
施
設
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦  

説
明
会
期
日��

８
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

◦ 
募
集
種
目　
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候

補
生
、
航
空
学
生

◦ 
応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

（
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
時
点
）

◦ 

募
集
期
限　
９
月
７
日
㈮

◦ 

試
験
日　
９
月
22
日
㈯

◦ 

試
験
会
場　
玉
名
地
域
振
興
局
ほ
か

問 

自
衛
隊
山
鹿
地
域
事
務
所☎（

43
）７
４
５
７

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募 集

◦  

業
務
内
容

　

施
設
の
受
け
付
け
、
管
理
業
務

◦ 

任
用
期
間　

　

10
月
１
日
㈪
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

◦ 

勤
務
時
間　
火
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

◦ 

募
集
人
員　
１
人

◦ 

賃
金　
５
９
０
０
円
（
日
給
）

◦ 

手
当　
通
勤
手
当

◦ 

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
社
会
教
育
課
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
込
期
限　
８
月
31
日
㈮　

午
後
４
時

◦ 

面
接
試
験　
申
し
込
み
者
へ
通
知
し
ま
す
。

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

募 集

問
社
会
教
育
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

資
格
職
（
保
育
士
、
学
校
図
書
館
事
務
、

臨
床
検
査
技
師
、
看
護
師
）
③
警
察
官
Ｂ

④
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員
採

用
選
考
試
験
（
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、

教
育
事
務
）

◦ 

申
込
受
付
期
間

　
８
月
３
日
㈮
〜
24
日
㈮　

当
日
消
印
有
効

◦ 

第
１
次
試
験
日

　

①
②
９
月
23
日
㈰　

③
10
月
14
日
㈰

　

④
10
月
21
日
㈰

※�

受
験
資
格
や
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
に

つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本
県

職
員
採
用
ガ
イ
ド
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

◦ 

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務　

１
人
程
度

◦ 

受
験
資
格　
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
４

年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

平
成
30
年
度
熊
本
県
市
町
村

職
員
共
済
組
合
職
員
採
用
試
験

募 集

◦ 

申
し
込
み
方
法　
熊
本
県
市
町
村
職
員
共

済
組
合
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

受
付
期
間　
８
月
27
日
㈪
〜
９
月
14
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◦ 

受
付
時
間　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

※�

郵
送
の
場
合
は
、
９
月
14
日
㈮
午
後
５
時

ま
で
に
必
着

◦ 

申
込
先　
熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

（
熊
本
市
東
区
健
軍
）

◦ 

試
験
日
時
お
よ
び
会
場

　

 

第
１
次
試
験　
10
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
半

　
第
２
次
試
験　
11
月
中
旬

　

第
３
次
試
験　
12
月
中
旬

※�

受
験
資
格
や
申
し
込
み
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

☎
０
９
６（
３
６
５
）１
９
０
０

◦ 

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス

科
（
他
に
も
新
た
な
コ
ー
ス
設
定
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

◦ 

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　

�

10
月
４
日
㈭
〜
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５



案 内 版 Information

広報やまが　2018.8　3031　2018.8　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉
㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

〈 

有
料
広
告 

〉

理容ハタシマ カット1000円（税別）
山鹿店・3号線セントラルパーク内源氏湯そば
東　店・325号線Mr.Max ななめ前に移動しました
※スタンプ 20個で調髪一式が無料のカード
※60歳以上 200 円割引（セット・平日のみのご利用）

山鹿市鹿本町御宇田691-1　有限会社たけや

お問い合わせ
☎0968（43）1838

H

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座までどうぞ　　　　　　　　　　　問☎ (44)4004

８月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�８月２日㈭・６日㈪・７日㈫・９日㈭・23日㈭・27日㈪・

28日㈫・30日㈭
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

開催日 行　事　名 時間 料金

４日㈯ 童謡を未来を！仲間たちコンサート 日中 有料

８日㈬ 休　館　日

　

南
関
町
に
あ
る
県
公
共
関
与
最
終
処
分
場

「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」
で
は
、
環
境
学
習
の
一

環
と
し
て
「
メ
ダ
カ
す
く
い
挑
戦
」
を
開
催

し
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
や
思
い
出
づ
く
り

に
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時　
８
月
18
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※�

雨
天
の
場
合
は
、室
内
で
「
水
槽
の
観
察
」

な
ど
の
内
容
に
な
り
ま
す
。

◦ 

場
所　
最
終
処
分
場

　
　
　
　
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
（
南
関
町
）」

◦ 

対
象　
小
学
生
と
保
護
者
20
組

　
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦ 

応
募
締
め
切
り　
８
月
８
日
㈬

※�

参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦ 

持
参
す
る
も
の　
帽
子
、
水
筒
、
筆
記
具
、

タ
オ
ル

問 
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０　
　

８
５
１
０

メ
ダ
カ
す
く
い
挑
戦

催 し

FAX

�「
琥こ

珀は
く

勾ま
が

玉た
ま

づ
く
り

〜
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
企
画
〜
」

　

岩
手
県
の
久く

慈じ

琥
珀
博
物
館
の
協
力
を
得

て
開
催
。
古
来
よ
り
珍
重
さ
れ
、
現
在
で
も

装
飾
品
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
琥
珀
を

使
っ
て
、
美
し
い
勾
玉
を
作
ろ
う
！

◦ 

日
時　
９
月
８
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ �

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ �

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
）

◦ �

参
加
費　
千
円

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
８
月
受
け
付
け

募 集

「
星
空
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展

　

夏
の
夜
空
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
星
座
や

天
体
を
、
写
真
や
パ
ネ
ル
、
ミ
ニ
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
紹
介
し
ま
す
。

◦ 

期
間
　
８
月
４
日
㈯
〜
９
月
30
日
㈰

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

見
学
料　
大
人
２
１
０
円
、
高
校
生
以
下

50
円
（
山
鹿
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

◦ 

休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
開
館
し
、
翌
日
を
休
館
）

　
記
念
講
演
・
星
空
観
察
会

◦ 

日
時
　
８
月
18
日
㈯　

午
後
７
時
〜
９
時

　
　
　
　

記
念
講
演
：
午
後
７
時
〜

　
　
　
　

観
察
会
：
午
後
７
時
半
〜

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦ 

講
師
　
吉
永
公こ

う

明め
い

氏
（
玉
名
女
子
高
校
非

常
勤
講
師
）

◦ 

演
題
　「
星
空
散
歩
」

◦ 

参
加
費　
無
料

※
雨
天
の
場
合
は
記
念
講
演
の
み

博
物
館
夏
季
企
画

催 し

「
夏
休
み
子
ど
も
体
験
」

　
古
代
鏡
づ
く
り
体
験

◦ 

日
時
　
８
月
12
日
㈰　

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※�

作
業
時
間
１
時
間
程
度　

先
着
20
人

　

事
前
の
申
し
込
み
必
要

◦ 

参
加
費
　
千
円

　
寺
子
屋
塾

◦ 

日
時
　
８
月
19
日
㈰

　

�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

◦ 

会
場
　
博
物
館
周
辺

◦ 

内
容
　
竹
細
工
体
験
（
竹
と
ん
ぼ
作
り
な

ど
）、
古
代
組
ひ
も
づ
く
り
、
博
物
館
周

辺
の
散
策
な
ど

◦ 

参
加
費
　
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

◦ 

日
時
　
８
月
26
日
㈰　

午
後
２
時

◦ 

会
場
　
山
鹿
市
立
博
物
館　

研
修
室

◦ 

講
師
　
冨
田
克か

つ

敏と
し

氏
（
山
鹿
市
立
博
物
館

名
誉
館
長
）

◦ 

演
題
　『
菊
池
川
流
域
の
自
然
：「
驚
き
」

山
鹿
市
立
博
物
館
40
周
年
記
念

文
化
歴
史
講
演
会

催 し

８
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

８
月
22
日
㈬
（
第
４
水
曜
日
）

チヨマツ

パ
ソ
コ
ン
初
級
習
得
科

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
基
礎
か
ら
学
び
、
就
職
に
必
要
な
知
識
・

技
術
を
習
得
し
、資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象　
身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳

機
能

◦ 

募
集
人
員　
８
人

◦ 

募
集
期
間　
８
月
13
日
㈪
〜
９
月
28
日
㈮

◦  

訓
練
期
間　
11
月
１
日
㈭
〜
平
成
31
年
１

月
31
日
㈭
ま
で
（
３
カ
月
間
）

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
の
募
集

募 集
　

厚
生
労
働
省
委
託
事
業
で
55
歳
以
上
の
求

職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
者
）
を
対

象
に
、
就
職
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
農
業
・
刈
払
機
取
り
扱
い
作
業
】

　

野
菜
・
果
樹
栽
培
の
基
礎
知
識
を
学
び
、

刈
払
機
取
り
扱
い
作
業
の
安
全
教
育
を
受

け
、
農
業
関
係
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

実
施
場
所　

　

座
学
：
熊
本
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

実
技
：�

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
九
州
㈱
熊
本
教
習

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
（
菊
陽
町
）

◦
講
習
期
間　
９
月
11
日
㈫
〜
13
日
㈭

◦ 

募
集
人
員　
15
人

◦ 

募
集
期
限　
９
月
３
日
㈪
ま
で

問
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

受
講
生
募
集

募 集

◦ 

訓
練
場
所　
㈱
総
合
プ
ラ
ン
ト
内

　
（
熊
本
市
中
央
区
）

※�

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要
で
す
。

※�

募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本
県
立

高
等
技
術
専
門
校
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

「
感
動
」
そ
し
て
「
不
思
議
」「
な
ぜ
」』

　

〜
菊
池
川
自
然
塾
10
年
の
活
動
の
中
か
ら
〜

◦ 

参
加
費
　
無
料

問
山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５

※
定
員
20
人
、
事
前
の
申
し
込
み
必
要
。

「
山
鹿
観
望
会
」（
星
空
観
望
会
）

　

京
都
産
業
大
学
天
文
同
好
会
の
学
生
た
ち

に
よ
る
天
文
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

◦ 

日
時
　
８
月
25
日
㈯　

午
後
６
時
〜
９
時

◦ 

場
所
　
博
物
館
周
辺

◦ 

内
容
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
、
天
体
望

遠
鏡
に
よ
る
観
測
な
ど

◦ 

入
場
料　
無
料

問
山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

広報やまが　2018.8　3233　2018.8　広報やまが

【一般】
①理学療法士　215,000 円〜
②歯科衛生士　210,500 円〜
③クラーク業務　138,600 円〜
④訪問介護員　158,000 円
⑤一般事務　142,600 円〜
⑥総務（人事・採用広報）
　173,830 円〜
⑦プラスチック製品管理（日勤）
　15 万円〜
⑧美容師　160,100 円〜
⑨フロント係　15 万円〜
⑩製造　145,000 円〜
⑪金型製造職（経験者）　17 万円〜
⑫ダンプトレーラー運転手
　25 万円〜
⑬ 土木・建築作業員　170,400 円〜

【パート】
①准看護師　時給 950 円
②一般事務　時給 750 円〜
③レジ係および商品補充員
　時給 770 円〜
④惣菜スタッフ　時給 780 円
⑤調理補助　時給 1,000 円
⑥整理工（軽作業）　時給 750 円〜
⑦ ゴルフ場内清掃業務　時給 800 円
⑧病院内清掃　時給800円〜
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に定例相談

◦日時　８月８日㈬�
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。

◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談
　【山鹿】午前 10時〜午後３時
　【鹿北】午前 10時〜正午

心配ごと相談

◦ 日時　�８月１日㈬・８日㈬・15
日㈬・22 日㈬・29 日㈬

　　　　※要予約
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�８月７日㈫・14 日㈫・21
日㈫・28 日㈫

　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�８月１日㈬・８日㈬・15
日㈬・22日㈬・29日㈬

　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　８月７日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　８月 14日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　８月 21日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�８月 28 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　８月３日㈮
② 司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　８月 17日㈮�※要予約
③法律相談　８月24日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　８月２日㈭
②法律相談　８月 23日㈭�※要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　８月１日㈬
② 司法書士相談（登記関係）
　８月 15日㈬�※要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
①一般相談　８月７日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
①一般相談　８月６日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

◦日時　８月７日㈫�午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎(43)0188

消費生活相談認知症に関する相談
◦日時　８月８日㈬・22日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

８
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時

５日㈰ うちだ内科医院 / はとの眼科クリニック えいせい堂薬局 / みうた薬局 / 山鹿岩下薬局

11 日㈷ 平井藤岡医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局 / まつ薬局 / 山鹿岩下薬局

12 日㈰ 横手医院 / 大橋通クリニック 江上薬局大橋通 / 山鹿岩下薬局

19 日㈰ 吉里医院 / きくか松岡クリニック 鹿校通薬局 / 山鹿岩下薬局

26 日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります（鹿本医師会）。 ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

　８月５日㈰・７日㈫・８日㈬の３日間、八代市総合体育館と県立総合体育館で
女子ハンドボール世界選手権大会のプレマッチである「おりひめ JAPAN トライ
アルゲームズ 2018」が開催されます。女子日本代表のおりひめ JAPAN、オムロ
ンピンディーズ、デンマークの強豪クラブチーム ( ニュークビン・ファルスター
HK) の３チームによる総当たり戦です。この試合は熊本地震復興応援として行わ
れるため、県内在住の人は無料で観覧できます。入場には整理券が必要です。
　整理券は、市内ではハヤカワスポーツ山鹿店および市役所社会体育課で配布し
ます（住所が分かるものをお持ちください）。
　オムロン所属の永田しおり選手と勝

かつ

連
れん

智
ち

恵
え

選手を擁するおりひめ JAPAN とオ
ムロンをみんなで応援に行きましょう。
※チケットは一人当たり５人分まで、Ⅰ枚の整理券でⅠ日のみ入場できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問社会体育課　☎（43）1150

「おりひめ JAPANトライアルゲームズ2018」開催！

熊本地震復興応援
2019女子ハンドボール世界選手権プレマッチ

オムロンハンドボール部選手激励会
　７月４日にオムロンハンドボール部山鹿後援会総会と
選手激励会が富士ホテルで開催され、選手と多くの後援
会員が参加しました。
　最初に山鹿市長中嶋憲

けん

正
せい

後援会会長のあいさつの後、
黄
ふぁんきょんよん

慶泳監督が昨年度の成績報告や、９月から始まる日本
リーグ優勝に向けての意気込みなどを熱く語りました。
このほか、ことし新たに入部した二人の部員に対して名
前旗の贈呈がありました。

名前旗を受け取る江藤
美
み

佳
か

選手（左）と岩渕
いくみ選手（中央）

あいさつをする
黄慶泳監督

▲

　オムロンハンドボール部山鹿後援会では、会員を随時募集
　しています。一緒に応援しましょう！
　　　　　　　　　　　　　問後援会事務局 ☎（43）4111

 後援会員募集中！

▲



山鹿市地域包括支援センターだより 問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）

広報やまが　2018.8　3435　2018.8　広報やまが

鹿本地域リハビリテーション広域支援センターの紹介

認知症啓発映画の上映会を開催しました

　地域のリハビリテーションを推進する中核と
して、介護予防事業所や地域住民を対象に、リ
ハビリテーションの視点から知識的・技術的な
支援を行っています。鹿本地域では、山鹿温泉
リハビリテーション病院が熊本県の指定を受け

て活動しています。
　事業所サービスの質の向上はもちろん、地域
全体の介護予防への取り組みがさらに充実する
ことを目指し、以下の支援を行っています。

　ことし 6月末現在、本市の総人口は 52,480 人、
65 歳以上の高齢者人口は 18,818 人、高齢化率
は 35.9％となっています。今後は少子化の影響
で総人口が減少するのに対して、高齢者数はほ
ぼ横ばいで推移するため、団塊の世代が 75 歳
以上となる平成 37（2025）年には、高齢化率が
38.7％とピークを迎える見込みです。
　このように、少子高齢化が急速に進み、高齢
者を取り巻く社会環境が変化していく中で、医
療・介護・福祉など、高齢者支援のさらなる充
実が求められています。また、核家族化が進み、
高齢者の一人暮らしや高齢者のみの世帯が増加
したことに伴って、生活支援サービスのニーズ
（掃除、買い物や外出など）も多様化しています。
そのため、高齢者サービスを担う人材の不足は

今後の大きな課題です。
　そこで、高齢者が住み慣れた場所で安心して
暮らせる地域を実現するためには、これまでの
ような「支える側・支えられる側」という関係
性だけでなく、高齢者自身も参画しながら、自
治会・ボランティア・NPO法人などを含めた地
域社会全体で互いに支え合う仕組みづくりが必
要となっています。
　本市では、生活支援コーディネーター（地域
の支えあい推進員）を中心として、各生活圏域
ごとに課題や困り事の把握、地域資源の発掘な
どを行う取り組みが始まっています。広報やま
が 10 月号の包括支援センターだよりでは、圏域
ごとの生活支援コーディネーターや話し合いの
場についてご紹介する予定です。

　鹿本医師会、山鹿市歯科医師会、山鹿地区薬
剤師会、製薬会社エーザイと山鹿市の５者間で
「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
連携協定」を結んだことを記念して、６月 16 日
にひだまりで「妻の病－レビー小体型認知症－」
の映画上映会を開催しました。
　この映画は、1人の医師と、認知症の日々を生
きる妻との 10年間に及ぶ「いのち」を巡るヒュー
マンドキュメンタリーです。当日は約 100 人が
来場し「病気を身近に、自分の問題として感じ
ることができました」「妻が認知症になったら、
しっかり介護しようという覚悟ができました」

などの感想をいただきました。
　５者で連携することで、山鹿市がさらに「認
知症になっても安心して暮らせるまち」になる
ことを目指し、今後も認知症施策に取り組んで
いきます。

●研修会
　ことしは７月26日
に鹿本地域在宅ケア
ネットワーク推進研
修会を開催しました。
11月と 12月には介
護予防に関する研修
会を開催します。

●出張相談
　介護予防事業所やその従
事者、地域住民に対して、
介護予防プログラムの実践
方法、介護方法、住宅改修
や福祉用具などの、介護に
関する相談・支援を行って
います。

　体力が落ちたり、身の周りのことに時間がかかっ
たりするのは、歳のせいだと諦めていませんか？
活動の機会が減るとさらに体力や筋力が落ち、自
立して生活する力が低下します。そうなる前に、
身の周りのことはできるだけ自分で行い、外出や

ボランティア活動など、活発な生活を送ることが
大切です。介護予防の効果を上げるためには、自
身の意欲的な取り組みが重要であり、生活の中に
適度な運動を取り込んで、継続することが必要で
す。自宅でできるトレーニングを２つ紹介します。

【 スクワット 】
①�足を肩幅に開き、つま先を親指１
本分外に開きます。

②�１・２・３・４で椅子に腰掛ける
ように、お尻をゆっくり下ろし、
５・６・７・８で戻します。その
時に、膝がつま先から前に出な
いこと、膝は足と同じ方向に曲げ
ることに注意してください。１日
10 回から始めて徐々に増やしま
しょう。

【 片足立ち 】
　床に足が付かない程
度に足を上げます。左
右１分間ずつ、１日１
回行いましょう。

●山鹿市の事業協力
　必要な情報の提供や技術的な支援を行っています。
①山鹿市訪問型運動機能評価
　身体の状態を評価したうえで、個別に
指導などを実施。
②山鹿市地域リハビリテーション活動支援
　地域住民が集まる場所を訪問して介護
予防体操の指導などを実施。

●失語症友の会「スマイル元気の会」開催
　毎月、失語症の皆さんが
集まる交流会を開催してい
ます。集団での関わりを通
して、コミュニケーション
の機会をつくり、その楽し
さを感じてもらえるような
活動をしています。

鹿本地域リハビリテーション広域支援センター長　田代桂
けい

一
いち

自宅でできる介護予防トレーニング

※ 転倒しないように、つかまるもの（椅子
やテーブル）がある場所で行いましょう。
治療中の病気や痛み、体調に不安がある
ときは、まず主治医に相談してください。
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山鹿市の高齢化率の推移と今後の予測

出典：第７期山鹿市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

高齢化率は、平成 37（2025）
年にピークを迎える見込みで
す。高齢者を地域社会全体で
支える仕組みづくりにご協力
をお願いします。

山鹿市の高齢化の現状と推計
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■人の動き
人口 33 人減りました 52,480 人
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　メッセージ
　♪じいちゃん、ばあちゃん
　　いつも、あそんでくれてありがとう！

　メッセージ
　♬じーちゃん、ばーちゃん
　　いつも、ありがとう！

（H29.12.12 生まれ）
津留 （山鹿）

　むらかみ　　 ち　え　み

村上　知依美ちゃん
（H28.11.29 生まれ）

津留 （山鹿）

　むらかみ　    ゆ　い　か

村上　侑依香ちゃん

（H27.12.12 生まれ）
蒲生（山鹿）

    まつやま　     さ　ら　な 

  松山　紗麗菜ちゃん
（H29. ５. ２生まれ）

蒲生（山鹿）

   　まつやま　  れんしょう 

   松山　蓮昌ちゃん


